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＊
福
島
県
立
博
物
館

は
じ
め
に

　

近
世
会
津
藩
主
の
居
城
と
な
る
若
松
城
（
鶴
ヶ
城
）
に
つ
い
て
は
、『
会
津
若
松
史
』

『
会
津
若
松
市
史
』
等
の
自
治
体
史
や
、
国
史
跡
で
あ
る
若
松
城
跡
の
発
掘
調
査
に
伴
う

研
究
の
中
で
、
そ
の
姿
が
明
ら
か
に
さ
れ
て
き
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
近
年
の
城
郭
を
め

ぐ
る
研
究
の
進
展
の
中
で
、
新
た
な
論
点
が
提
示
さ
れ
る
な
ど
、
な
お
検
討
の
余
地
も
残

さ
れ
て
い
る
。
城
の
機
能
し
て
い
た
時
期
の
長
さ
を
考
え
れ
ば
、
中
世
か
ら
近
世
へ
の
時

間
的
な
経
過
を
追
っ
た
変
遷
が
明
ら
か
に
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
し
、
城
域
が
広
大
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
各
エ
リ
ア
の
空
間
・
場
と
し
て
の
性
格
の
ち
が
い
や
果
た
し
た
役
割
に
つ
い

て
も
、
よ
り
深
く
追
求
す
る
必
要
が
あ
る
も
の
と
考
え
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
研
究
上
の
課
題
意
識
の
も
と
に
、
本
稿
で
は
若
松
城
の
「
三
の
丸
」
と

い
う
城
内
の
エ
リ
ア
に
着
目
し
、
そ
の
変
遷
を
詳
し
く
た
ど
り
な
が
ら
、
若
松
城
の
た
ど

っ
た
歴
史
の
全
体
像
に
つ
い
て
も
言
及
し
た
い
。

三
の
丸
に
つ
い
て
は
、
そ
の
一
部
に
福
島
県
立
博
物
館
が
建
設
さ
れ
る
際
に
発
掘
調
査

（
予
備
調
査
・
本
調
査
）
が
行
わ
れ
て
い
る
。
大
規
模
な
調
査
で
重
要
な
成
果
が
含
ま
れ
て

い
る
も
の
の
、
残
念
な
が
ら
三
の
丸
の
時
期
的
な
変
遷
の
詳
細
を
十
分
に
追
え
る
よ
う
な

結
果
で
は
な
か
っ
た
。
そ
の
後
も
部
分
的
な
発
掘
調
査
が
行
わ
れ
た
こ
と
は
あ
り
、
貴
重

な
成
果
も
あ
る
が
、
前
記
し
た
よ
う
な
状
況
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
本
稿
で
は
、
研
究
の

方
法
の
重
点
を
古
文
書
や
古
記
録
な
ど
、
い
わ
ゆ
る
文
献
史
料
を
中
心
と
し
て
新
た
な
可

能
性
を
探
り
た
い
。
な
お
絵
図
類
に
関
し
て
は
、
す
で
に
近
藤
真
佐
夫
氏
の
研
究
が
あ
る

の
で
、
そ
れ
ら
の
成
果
に
学
び
な
が
ら
論
じ
て
い
き
た
い
。

　

最
初
に
、
一
八
世
紀
初
頭
頃
ま
で
の
三
の
丸
の
全
体
像
が
わ
か
る
史
料
と
し
て
、「
新
編

会
津
風
土
記
」（
以
下
、「
風
土
記
」
と
い
う
）
の
該
当
箇
所
を
掲
げ
る
。

〈
史
料
１
〉「
新
編
会
津
風
土
記
」
巻
十
一
「
府
城
」　

※
〔　

〕
内
は
割
書

　
　

三
之
丸

二
之
丸
ノ
東
ニ
続
ク
、
周
八
百
四
十
間
余
、
コ
ノ
郭
モ
元
和
七
年
ノ
頃
マ
テ
ハ
稲
荷
郭
ト

テ
此
内
ニ
別
郭
ア
リ
シ
カ
、
後
毀
テ
地
勢
ヲ
平
カ
ニ
ス
、
又
当
家
就
封
ノ
初
マ
テ
、
此
郭

⑴

⑵

⑶

⑷

⑸

⑹

中
ニ
官
署
・
士
屋
敷
等
ア
リ
シ
カ
、
承
応
中
外
郭
ニ
移
シ
、
蹟
ニ
屋
形
ヲ
建
、
長
門
守
正

頼
・
筑
前
守
正
経
住
居
セ
リ
、
肥
後
守
正
容
時
代
ヨ
リ
本
丸
ノ
屋
形
ニ
住
セ
シ
カ
ハ
是
ヲ

毀
ツ
、
今
ニ
此
郭
中
往
来
ヲ
禁
セ
サ
レ
ト
モ
乗
馬
ノ
通
行
ヲ
許
サ
ス
〔
旧
事
雑
考
至
徳
元

年
ノ
記
ニ
、
往
昔
此
郭
ニ
如
法
寺
ト
云
寺
ア
リ
シ
由
見
ユ
〕

　

埋
門　
　

�

此
郭
ノ
北
ニ
ア
リ
、
門
西
ニ
向
ヒ
本
一
之
丁
ニ
通
ス
、
左
右
高
石
垣
ニ
テ
門

殊
ニ
卑
キ
故
、
此
名
ア
リ
、
番
所
南
向
、
土
橋
ナ
リ
〔
此
他
内
郭
ノ
虎
口
皆

土
橋
ニ
テ
外
郭
ニ
通
ス
、
故
ニ
毎
条
コ
レ
ヲ
注
セ
ス
〕

　

南
門　
　

南
ニ
ア
リ
、
南
ニ
向
ヒ
外
郭
ニ
通
ス
、
平
門
作
ナ
リ
、
番
所
西
向

　

無
常
口　

東
ニ
ア
リ
、
東
向
、
簀
戸
門
ナ
リ
、
番
所
北
向

　

別
墅　
　

南
門
ノ
北
ニ
ア
リ

　

大
的
場　

二
之
丸
ノ
隍
際
ニ
ア
リ
、
家
士
及
弓
組
ノ
足
軽
大
的
ノ
技
ヲ
肄
フ
所
ナ
リ

　

雑
物
蔵　

大
的
場
ノ
東
ニ
ア
リ

　

会
津
藩
が
編
さ
ん
し
た
地
誌
の
記
事
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
時
点
の
三
の
丸
の
状
況

を
簡
潔
に
説
明
し
た
内
容
と
ひ
と
ま
ず
評
価
し
て
よ
い
だ
ろ
う
。
こ
の
記
事
か
ら
は
、
三

の
丸
の
よ
う
す
は
時
期
に
よ
っ
て
変
遷
が
あ
っ
た
こ
と
が
読
み
取
れ
る
も
の
の
、
編
さ
ん

物
で
も
あ
る
た
め
、
記
事
の
内
容
を
そ
の
ま
ま
信
じ
る
わ
け
に
も
い
か
な
い
。
以
下
の
章

で
は
、
こ
の
記
事
を
手
が
か
り
と
し
て
、
そ
の
他
の
史
料
や
調
査
の
成
果
等
と
突
き
合
わ

せ
な
が
ら
、
変
遷
の
内
容
を
具
体
的
に
追
っ
て
い
き
た
い
。

一
　
三
の
丸
の
成
立
を
め
ぐ
っ
て

　

本
章
で
は
、
中
世
黒
川
城
か
ら
近
世
前
期
、
保
科
正
之
の
時
代
以
前
に
つ
い
て
検
討
す

る
。

（
一
）
蘆
名
・
伊
達
時
代

「
風
土
記
」
府
城
の
項
に
は
、〈
史
料
１
〉
で
引
用
し
た
部
分
以
外
に
、
若
松
城
の
前
身

三
の
丸
の
変
遷
か
ら
み
た
若
松
城

＊
高

　
橋

　
　
　
充
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高橋　充

が
、
至
徳
元
（
一
三
八
四
）
年
に
蘆
名
直
盛
が
築
城
し
「
鶴
城
」
と
名
づ
け
、「
黒
川
城
」

と
も
称
し
た
こ
と
、
城
の
形
状
に
つ
い
て
は
、
本
丸
の
東
に
二
の
丸
、
三
の
丸
が
続
き
、

北
と
西
に
馬
出
を
付
け
、
南
の
牛
沼
を
水
堀
と
し
て
、
芝
を
張
っ
た
土
居
（
土
塁
）
が
あ

っ
た
こ
と
、
東
を
大
手
、
西
を
搦
手
と
し
て
、
蘆
名
当
主
の
居
所
は
本
丸
内
の
屋
敷
に
あ

っ
た
こ
と
等
が
記
さ
れ
て
い
る
。
蘆
名
時
代
の
黒
川
城
に
関
し
て
は
、
本
稿
で
は
全
面
的

な
検
証
は
行
わ
な
い
。

三
の
丸
北
側
に
位
置
す
る
現
在
の
福
島
県
立
博
物
館
敷
地
の
発
掘
調
査
で
は
、
古
墳
時

代
・
平
安
時
代
の
竪
穴
住
居
跡
が
検
出
さ
れ
て
お
り
、
中
世
以
前
に
生
活
の
場
が
あ
っ
た

こ
と
は
判
明
し
た
が
、
そ
の
後
に
つ
い
て
は
詳
し
い
状
況
は
わ
か
ら
な
い
。

あ
ら
た
め
て
注
意
す
べ
き
は
〈
史
料
１
〉
に
お
い
て
、
元
和
七
（
一
六
二
一
）
年
以
前

に
は
、
三
の
丸
の
内
部
に
「
稲
荷
郭
」
と
い
う
別
郭
が
あ
っ
て
、
そ
れ
を
後
に
壊
し
て
平

坦
に
し
た
と
い
う
記
述
で
あ
る
。「
コ
ノ
郭
モ
」
と
書
か
れ
て
い
る
の
は
、
こ
の
直
前
の

「
風
土
記
」
の
「
二
之
丸
」
の
項
に
も
、
元
和
年
間
ま
で
は
、
こ
の
郭
（
二
の
丸
）
の
北

に
「
馬
場
脇
丸
」
と
い
う
小
郭
が
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
を
合
わ
せ
て
今
の
地
形
と
し
た
と
い

う
記
述
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　
『
若
松
城
三
の
丸
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
に
よ
る
と
、
調
査
区
の
西
側
で
一
部
検
出
さ

れ
た
堀
跡
（
Ｓ
Ｈ
02　

南
北
の
長
さ
１
７
２
ｍ
、
最
大
幅
19
ｍ
）
が
、
近
世
の
堀
跡
（
Ｓ

Ｈ
01
）
よ
り
古
く
、「
稲
荷
丸
」（
稲
荷
郭
）
を
囲
ん
だ
堀
（
の
一
部
）
と
推
定
さ
れ
て
い

る
。
堀
の
深
さ
等
全
容
は
判
明
し
て
い
な
い
が
、
水
堀
で
一
度
に
埋
め
ら
れ
た
可
能
性
が

高
い
と
い
う
（
同
書
26
～
29
頁
、
１
６
５
頁
）。

　

天
正
十
七
（
一
五
八
九
）
年
、
蘆
名
義
広
を
磨
上
合
戦
で
破
っ
た
伊
達
政
宗
が
黒
川
城

に
入
る
が
、
こ
の
時
期
の
政
宗
の
側
近
が
残
し
た
日
記
の
中
に
〈
史
料
２
〉
の
よ
う
な
記

事
が
見
え
る
。

〈
史
料
２
〉「
伊
達
天
正
日
記
」
第
九

①　

天
正
十
七
年
八
月
五
日
条

　

暮
方
ニ
と
う
か
く
る
は
へ
御
出
、
湯
村
右
近
所
へ
御
た
ち
よ
ら
れ
候
、
御
酒
上
被
申
候
、

②　

天
正
十
七
年
八
月
十
七
日
条

晩
か
た
御
東
様
の
御
ざ
う
さ
く
御
ら
ん
し
被
成
候
、
そ
れ
よ
り
に
よ
ほ
う
し
く
る
は
へ
め

し
ま
は
さ
れ
、
御
帰
被
成
候
、
そ
れ
よ
り
御
西
へ
御
出
候

③　

天
正
十
七
年
九
月
二
十
六
日
条

晩
方
、
に
よ
ほ
う
し
く
る
は
の
か
な
た
こ
な
た
屋
し
き
御
ら
ん
し
、
そ
れ
よ
り
は
ゝ
か
し

ら
へ
め
さ
せ
ら
れ
、
御
ち
き
み
ち
被
成
候

　
〈
史
料
２
〉
①
で
、
政
宗
が
「
と
う
か
く
る
は
」
と
い
う
場
所
へ
出
か
け
た
と
書
か
れ

て
お
り
、
こ
れ
が
稲
荷
曲
輪
（
稲
荷
郭
）
で
あ
る
可
能
性
が
高
く
、
そ
の
実
在
を
裏
づ
け

⑺

⑻

⑼

て
い
る
。
こ
の
日
記
に
よ
る
と
、
政
宗
の
軍
勢
は
、
同
年
六
月
十
一
日
に
入
城
し
、
屋
敷

を
家
中
の
者
に
配
分
し
た
り
、
要
害
（
後
の
本
丸
部
分
か
）
近
辺
な
ど
各
地
の
視
察
を
行

っ
て
い
る
。
そ
の
中
で
稲
荷
郭
に
も
足
を
運
ん
だ
の
で
あ
ろ
う
。

　

稲
荷
郭
の
名
称
は
、
稲
荷
堂
が
あ
っ
た
こ
と
に
由
来
す
る
。
こ
の
稲
荷
堂
に
つ
い
て
は
、

蘆
名
時
代
に
、
後
の
天
海
僧
正
の
師
で
あ
る
「
弁
誉
」（「
弁
養
」）
と
い
う
僧
が
別
当
を

勤
め
、
天
海
自
身
も
別
当
職
を
勤
め
て
蘆
名
当
主
が
帰
依
し
た
と
伝
え
る
。
稲
荷
郭
の
位

置
は
、
三
の
丸
の
北
西
、
現
在
の
三
の
丸
駐
車
場
付
近
で
あ
ろ
う
。

　

さ
ら
に
〈
史
料
２
〉
②
③
に
よ
っ
て
「
に
よ
ほ
う
し
く
る
わ
」
と
い
う
場
所
が
あ
っ
た

こ
と
が
わ
か
る
が
、
こ
れ
は
〈
史
料
１
〉
割
書
部
分
に
書
か
れ
て
い
る
如
法
寺
と
い
う
寺

院
の
あ
っ
た
エ
リ
ア
で
あ
る
可
能
性
が
高
い
。〈
史
料
１
〉
が
参
照
し
て
い
る
「
会
津
旧
事

雑
考
」
と
は
、
会
津
藩
士
向
井
吉
重
が
編
さ
ん
し
た
編
年
体
の
史
書
で
あ
る
。
そ
の
至
徳

元
年
条
は
、
民
間
に
流
布
し
た
「
葦
名
家
譜
」
に
依
拠
し
て
、
会
津
へ
下
向
し
た
蘆
名
直

盛
が
、
こ
の
年
に
「
小
田
山
」
に
移
り
、
町
を
「
黒
川
」
と
呼
ぶ
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
を

記
す
。
吉
重
は
同
書
の
中
で
い
ろ
い
ろ
な
疑
義
を
呈
し
な
が
ら
考
証
を
重
ね
て
い
る
が
、

こ
の
年
の
記
事
に
関
し
て
は
、
と
く
に
突
然
町
が
出
来
た
こ
と
に
疑
義
を
呈
し
、
諏
方
神

社
や
興
徳
寺
・
実
相
寺
な
ど
の
寺
院
が
、
そ
れ
以
前
に
開
か
れ
て
い
る
点
を
指
摘
し
て
お

り
、
そ
れ
ら
の
寺
院
と
並
ん
で
挙
げ
ら
れ
て
い
る
の
が
「
如
法
寺
」
で
あ
る
。
こ
の
寺
の

注
記
に
は
「
今
亡
、
今
当
三
丸
城
門
」
と
あ
り
、
吉
重
の
頃
に
は
寺
院
は
廃
絶
し
た
が
、

三
の
丸
城
門
付
近
に
あ
っ
た
と
す
る
。
ま
た
同
書
の
延
文
五
（
一
三
六
〇
）
年
条
で
は
、

こ
の
年
に
如
法
寺
が
建
ち
、
そ
の
位
置
は
「
若
松
城
裏
」
で
「
三
の
丸
城
門
の
西
側
」
で

あ
っ
た
と
す
る
。
ま
た
「
会
津
鑑
」
で
は
如
法
寺
に
つ
い
て
「
真
言
宗
、
今
廃
、
延
寿
院

云
乎
、
承
元
四
年
僧
日
什
建
、
延
文
五
〔
庚
午
〕
年
廃
、
其
地
二
丸
東
門
辺
也
」
と
す
る
。

表
記
が
様
々
だ
が
、
両
者
を
総
合
す
る
と
、
そ
の
位
置
は
、
後
の
三
の
丸
と
二
の
丸
を
つ

な
ぐ
門
の
付
近
と
な
り
そ
う
で
あ
る
。

　

如
法
寺
の
僧
侶
に
つ
い
て
は
、
蘆
名
時
代
の
天
正
年
間
の
史
料
に
も
散
見
さ
れ
る
。
た

と
え
ば
、
天
正
二
（
一
五
七
四
）
年
の
五
月
に
推
定
さ
れ
る
伊
達
輝
宗
重
臣
の
遠
藤
基
信

に
宛
て
た
蘆
名
盛
興
書
状
は
、
そ
の
文
面
か
ら
如
法
寺
の
僧
侶
が
使
者
と
し
て
伝
達
さ
れ

た
も
の
で
あ
っ
た
。
ま
た
天
正
四
（
一
五
七
六
）
年
正
月
、
蘆
名
家
の
重
臣
で
あ
る
金
上

と
針
生
の
両
氏
が
座
次
を
め
ぐ
っ
て
争
っ
た
際
、
そ
の
決
着
の
過
程
で
「
天
寧
東
堂
」

（
天
寧
寺
の
前
住
職
）
と
「
如
法
寺
」
が
意
見
を
述
べ
て
い
る
。
如
法
寺
の
実
態
に
つ
い
て

は
不
明
な
点
が
多
い
が
、
大
名
間
の
外
交
の
使
者
を
勤
め
、
家
中
の
争
い
の
仲
裁
に
も
関

わ
っ
て
い
た
と
す
る
と
、
蘆
名
家
と
の
結
び
つ
き
は
か
な
り
強
く
、
重
要
な
地
位
に
あ
る

寺
院
で
あ
っ
た
と
想
像
で
き
る
。
そ
し
て
、
そ
う
で
あ
っ
た
か
ら
こ
そ
、
蘆
名
氏
が
会
津

を
退
去
し
た
後
に
は
寺
院
と
し
て
存
続
で
き
な
か
っ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
よ
う
。
こ

⑽

⑾

⑿

⒀
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三の丸の変遷からみた若松城

の
如
法
寺
の
建
っ
て
い
た
エ
リ
ア
が
、
政
宗
の
時
代
に
も
如
法
寺
郭
と
呼
ば
れ
、
後
の
三

の
丸
と
一
部
は
重
な
る
部
分
で
あ
っ
た
と
考
え
ら
れ
る
。

〈
史
料
３
〉「
諸
境
警
固
賦
之
日
記
」
伊
達
家
寄
贈
文
化
財　

仙
台
市
博
物
館
蔵

　
　

黒
川

　

成
実

　

新
田
左
衛
門
尉
殿

　
　
　
　

（
中
略
）

　
　

西
楼
門

　

成
実

　
　

北
楼
門

　

同

　
　

東
楼
門

　

新
田
左
衛
門
尉
殿

　
　

二
輪
東
門

　

同

　
　

北
内
門

　

横
尾
源
左
衛
門
尉

　
　

西
内
門

　

浜
田
備
前
守

　
　
　
　

（
中
略
）

黒
川
ニ

　

不
断
之
鉄
炮
衆

　
　

中
村
備
前
守

　
　

桑
嶋
将
監

　

鑓
野
臥

　
　

大
和
田
四
郎
右
衛
門
尉

　
　

木
村
伝
内

　
〈
史
料
３
〉
は
、
天
正
十
八
（
一
五
九
〇
）
年
頃
の
史
料
で
、
政
宗
が
小
田
原
へ
参
陣

す
る
際
に
、
領
内
の
諸
城
の
警
固
の
状
況
を
記
し
た
も
の
で
あ
る
（
黒
川
に
関
す
る
部

分
）。
こ
れ
に
よ
る
と
、
黒
川
城
の
場
合
は
、
主
郭
（
後
の
本
丸
）
の
西
・
北
・
東
に
楼

閣
を
伴
う
門
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
家
臣
が
配
備
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
そ
し
て
、
そ
れ

と
は
別
に
「
二
輪
」（
二
曲
輪　

後
の
二
の
丸
か
）
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
り
、
そ
の
東

門
に
も
警
備
兵
が
配
置
さ
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
北
と
西
の
内
門
と
は
馬
出
の
付
い
た
門

⒁

で
あ
ろ
う
か
。
こ
こ
に
は
、
そ
れ
以
外
の
エ
リ
ア
の
警
備
の
記
述
は
見
ら
れ
な
い
。「
二

輪
」
の
東
に
は
、
稲
荷
郭
や
如
法
寺
郭
が
独
立
し
た
郭
と
し
て
併
存
し
て
い
た
可
能
性
が

考
え
ら
れ
る
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
蘆
名
・
伊
達
時
代
の
同
時
代
史
料
に
見
え
る
三
の
丸
の
エ
リ
ア
付
近

は
稲
荷
郭
や
如
法
寺
郭
の
よ
う
な
寺
社
の
名
の
つ
い
た
小
郭
の
集
合
体
の
よ
う
な
状
況
で

あ
り
、
三
の
丸
と
い
う
呼
称
は
今
の
と
こ
ろ
確
認
で
き
な
い
。

（
二
）
蒲
生
・
上
杉
時
代

　

天
正
十
八
（
一
五
九
〇
）
年
八
月
、
豊
臣
秀
吉
が
黒
川
に
滞
在
し
、
奥
羽
仕
置
を
実
施

し
た
。
会
津
に
は
蒲
生
氏
郷
が
配
置
さ
れ
、
黒
川
城
を
居
城
と
し
た
。「
風
土
記
」
府
城
の

項
で
は
、
氏
郷
が
文
禄
元
（
一
五
九
二
）
年
よ
り
築
城
に
着
手
し
、
内
外
の
郭
を
築
き
、

中
央
に
天
守
を
建
て
、
櫓
や
多
門
、
馬
出
等
を
装
備
し
て
、
土
塁
・
石
垣
は
高
く
、
堀
は

深
く
し
て
「
府
城
」
に
相
応
し
い
姿
に
し
た
と
す
る
。

　

蒲
生
氏
郷
に
よ
る
築
城
（
黒
川
城
の
改
修
）
に
つ
い
て
は
、
同
時
代
の
詳
し
い
史
料
は

今
の
と
こ
ろ
見
つ
か
っ
て
い
な
い
が
、
氏
郷
の
死
後
、
後
継
者
の
秀
行
に
代
わ
っ
て
会
津

を
領
し
た
上
杉
景
勝
の
時
期
に
な
る
と
、
新
し
い
城
郭
の
状
況
に
関
す
る
史
料
が
見
ら
れ

る
。

〈
史
料
４
〉「
覚
上
公
御
書
集
」（
東
京
大
学
文
学
部
蔵
）
巻
十
九　

慶
長
五
年
条

一�

同
年
正
月
会
津
若
松
御
在
城
、
従
当
年
被
定
楼
門
鎮
固
人
数
、
各
差
定
家
臣
小
士
等
、

一
日
一
夜
無
慢
可
相
勤
旨
被
仰
定
之
、
相
調
可
申
旨
被
命
于
両
人
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

片
桐
内
匠
助

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

山
田
雅
楽
丞

　
　

御
番
警
固
衆

一
御
本
丸
西
之
御
門　
　

大
石　

鉄
炮
拾
挺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

岩
井　

弓
五
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

安
田　

鑓
拾
挺

一
同　
　

北
之
御
門　
　

松
木　

道
具
五
ツ
内

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鉄
炮
二
挺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弓
一
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鑓
二
丁

一
二
之
丸
東
之
御
門　
　

長
尾
伊
賀　

鉄
炮
一
挺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鑓
二
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
戸
張　
　

鑓
一
挺

一
二
之
丸
北
之
御
門　
　

丸
田
周
防　

同
五
丁

　
　
　

丸
戸
張
西
口　
　

北
御
門　
　

鉄
炮
五
丁

⒂
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高橋　充

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弓
一
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
主
弐
人

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

丸
戸
張　
　

鑓
二
丁
宛

一
二
之
丸
西
之
御
門　
　

下
條
采
女　

鑓
五
丁

　
　
　

丸
戸
張
西
口　
　

西
御
門　
　

鉄
炮
五
丁

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

弓
二
張

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
主
弐
人

一
二
之
丸
東
御
門　
　
　

黒
金
上
野　

　
　
　

丸
戸
張
共　
　
　
　

丸
戸
張　

鑓
二
挺

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

同　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

鉄
炮　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
主
二
人

一
三
之
丸
東
御
門
三
口　

甘
粕
近
江　

鑓
二
丁

　
　
　

丸
戸
張
共　
　
　
　
　
　
　
　

鉄
炮　

同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

武
主
一
人

　
　
　

已
上

　

景
勝
が
若
松
城
の
楼
門
な
ど
に
警
備
兵
等
を
配
置
し
た
状
況
を
記
し
た
史
料
で
あ
る
。

以
前
の
伊
達
政
宗
段
階
と
比
べ
る
と
、
こ
の
時
期
に
は
、
本
丸
―
二
之
丸
―
三
之
丸
と
い

う
城
郭
の
求
心
的
な
構
造
が
確
定
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
本
丸
に
は
西
と
北
に
門
が

あ
り
、
二
之
丸
に
は
東
に
二
か
所
・
北
・
西
に
門
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
前
述
し
た

よ
う
に
「
風
土
記
」
府
城
の
項
で
は
、
二
之
丸
の
北
に
は
、
元
和
年
間
ま
で
「
馬
場
脇
丸
」

と
い
う
小
郭
が
あ
っ
た
と
書
か
れ
て
い
る
の
で
、
北
の
門
と
は
、
こ
の
小
郭
に
つ
な
が
る

門
で
あ
ろ
う
か
。
そ
し
て
、
三
之
丸
に
は
東
に
三
ヶ
所
の
門
が
あ
っ
た
と
い
う
。
前
述
し

た
稲
荷
郭
と
の
関
連
ま
で
は
判
明
し
な
い
が
、
お
そ
ら
く
別
郭
や
城
外
へ
つ
な
が
る
門
が

あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

（
三
）
蒲
生
（
再
蒲
生
）・
加
藤
時
代

　

慶
長
六
（
一
六
〇
一
）
年
に
、
上
杉
景
勝
が
出
羽
米
沢
へ
移
っ
た
後
、
蒲
生
秀
行
が
再

び
城
主
と
な
り
、
後
に
子
息
の
忠
郷
が
相
続
し
た
（
再
蒲
生
時
代
）。
こ
の
間
の
慶
長
十

六
（
一
六
一
一
）
年
八
月
に
慶
長
会
津
地
震
が
発
生
し
、
天
守
を
始
め
城
郭
の
建
物
等
に

も
被
害
が
あ
っ
た
。
寛
永
四
（
一
六
二
七
）
年
正
月
に
忠
郷
が
死
去
し
た
後
、
蒲
生
家
は

伊
予
松
山
へ
移
さ
れ
、
代
わ
っ
て
加
藤
嘉
明
が
封
ぜ
ら
れ
た
。
同
八
年
九
月
に
嘉
明
が
死

去
し
た
後
、
明
成
が
相
続
し
た
。

「
風
土
記
」
府
城
の
項
で
は
、
北
と
西
に
あ
っ
た
馬
出
を
広
げ
て
出
丸
と
し
（
北
出
丸
・

西
出
丸
）、
二
の
丸
・
三
の
丸
の
小
郭
を
壊
し
て
、
内
側
の
敷
地
を
拡
張
し
た
の
は
寛
永

十
六
（
一
六
三
九
）
年
の
加
藤
時
代
の
改
修
で
あ
っ
た
と
す
る
。
前
述
し
た
よ
う
に
三
の

丸
の
北
に
あ
っ
た
「
稲
荷
郭
」
は
元
和
七
年
頃
ま
で
、
二
之
丸
の
北
に
あ
っ
た
「
馬
場
脇

丸
」
に
つ
い
て
は
元
和
年
間
ま
で
あ
っ
た
と
伝
え
て
い
る
。
元
和
七
年
は
、
い
ま
だ
忠
郷

の
治
世
で
あ
り
、
こ
の
年
に
三
の
丸
の
南
に
東
照
宮
を
建
立
し
た
と
「
会
津
旧
事
雑
考
」

は
伝
え
て
い
る
。
こ
の
あ
た
り
の
「
風
土
記
」
の
記
載
に
は
不
正
確
な
部
分
も
あ
る
よ
う

で
時
期
を
特
定
す
る
の
は
難
し
い
。

以
上
の
検
討
か
ら
、
蘆
名
・
伊
達
時
代
に
は
な
か
っ
た
「
三
の
丸
」
と
い
う
呼
称
・
空

間
は
、
蒲
生
氏
郷
に
よ
る
改
修
以
後
に
誕
生
し
、
再
蒲
生
・
加
藤
時
代
の
改
修
に
よ
っ
て
、

稲
荷
郭
等
を
吸
収
し
て
形
状
を
変
え
て
い
っ
た
こ
と
を
確
認
し
た
。

二
　
保
科
正
之
・
正
経
の
屋
敷
が
建
っ
た
頃

本
章
で
は
、
続
く
保
科
（
松
平
）
時
代
の
初
期
、
初
代
正
之
・
二
代
正
経
の
時
期
に
つ

い
て
検
討
す
る
。

（
一
）
三
の
丸
の
使
わ
れ
方
の
変
化

〈
史
料
１
〉
に
よ
る
と
、
保
科
家
の
就
封
す
な
わ
ち
寛
永
二
十
（
一
六
四
三
）
年
頃
ま

で
の
三
の
丸
に
は
「
官
署
・
士
屋
敷
」
す
な
わ
ち
藩
の
役
所
や
家
臣
屋
敷
が
建
っ
て
い
た

と
い
う
。

　

ま
ず
絵
図
（
地
図
）
に
つ
い
て
検
討
す
る
。

正
保
三
（
一
六
四
六
）
年
に
会
津
藩
が
作
成
し
て
幕
府
へ
提
出
し
た
絵
図
（
以
下
、
正

保
絵
図
）
と
し
て
「
陸
奥
之
内
会
津
城
絵
図
」
が
あ
る
。
こ
の
絵
図
で
は
、「
三
之
丸
」
は

「
東
西
八
拾
間
・
南
北
百
間
」
と
あ
り
、
土
手
（
土
塁
）・
堀
・
道
の
他
に
「
屋
敷
」
一
ヶ

所
、「
侍
屋
敷
」（「
同
」
と
表
記
）
七
ヶ
所
の
記
載
が
あ
り
、
一
部
に
間
数
等
が
記
さ
れ

て
い
る
（
図
１
・
３
）。

次
に
、
加
藤
長
四
郎
版
の
絵
図
（
明
治
二
十
八
～
四
十
四
年
出
版　

昭
和
四
十
九
年
再

版
、
以
下
、
加
藤
絵
図
）
が
あ
る
。
数
種
類
の
絵
図
の
う
ち
「
保
科
氏
」
絵
図
の
「
三
ノ

丸
」
に
は
以
下
の
よ
う
な
記
載
が
あ
る
。

〈
史
料
５
〉
加
藤
長
四
郎
版
「
保
科
氏
」
絵
図
（
図
２
・
４
）

①
「
会
所
・
御
勘
定
所
」　

②
「
八
百
石　

坂
清
左
衛
門
」　

③
「
八
百
石　

遠
山
伊
右
衛

門
」　

④
「
三
百
五
十
石　

諏
訪
十
左
衛
門
」
⑤
「
五
百
五
十
石　

佐
川
勘
兵
衛
」
⑥

「
原
六
兵
衛
」
⑦
「
二
百
石　

戸
枝
市
郎
左
衛
門
」
⑧
「
沢
田
九
左
衛
門
」
⑨
「
百
五
十

石　

大
沼
与
左
衛
門
」
⑩
「
竹
蔵
」

⒃

⒄
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①
は
正
保
絵
図
の
「
屋
敷
」
に
該
当
す
る
三
の
丸
の
北
西
部
、
②
～
⑩
は
「
侍
屋
敷
」

と
記
載
さ
れ
て
い
る
位
置
と
ほ
ぼ
一
致
す
る
。
石
高
・
藩
士
名
等
に
つ
い
て
、
何
を
典
拠

に
し
て
い
る
か
は
不
明
で
あ
る
。
絵
図
の
み
で
は
確
定
で
き
な
い
が
、
お
お
む
ね
会
所
・

勘
定
所
や
蔵
の
よ
う
な
藩
の
施
設
と
、
藩
士
の
屋
敷
が
並
ん
で
い
た
状
況
で
あ
り
、〈
史
料

１
〉
の
記
述
と
一
致
す
る
。
な
お
加
藤
絵
図
に
は
、
蒲
生
氏
や
加
藤
氏
の
時
代
と
さ
れ
る

絵
図
も
あ
る
が
、
三
の
丸
に
藩
の
施
設
や
家
臣
屋
敷
が
あ
る
点
で
は
共
通
し
て
い
る
。
一

方
で
、
そ
の
後
の
松
平
氏
や
戊
辰
戦
争
の
時
代
の
絵
図
で
は
、
そ
れ
ら
の
記
述
は
見
ら
れ

な
く
な
る
。

次
に
、
文
化
十
二
年
（
一
八
一
五
）
に
完
成
し
た
会
津
松
平
家
の
家
史
「
家
世
実
紀
」

の
記
事
に
よ
っ
て
、
三
の
丸
の
使
わ
れ
方
の
変
化
を
検
討
す
る
。「
家
世
実
紀
」
は
、
四
歳

で
家
督
を
相
続
し
た
七
代
藩
主
容
衆
の
た
め
に
、
林
述
斎
の
指
導
を
仰
ぎ
家
老
北
原
采
女

の
総
指
揮
の
も
と
で
編
さ
ん
さ
れ
た
会
津
藩
の
正
史
で
あ
る
。
初
代
正
之
か
ら
六
代
容
住

ま
で
の
事
績
が
編
年
体
で
記
述
さ
れ
、
二
七
七
冊
（
他
に
目
録
一
冊
）
に
ま
と
め
ら
れ
て

い
る
。
編
さ
ん
物
な
の
で
、
取
り
扱
い
に
注
意
は
必
要
で
あ
る
。
な
お
、
三
の
丸
に
関
連

す
る
お
も
な
記
事
は
、
表
１
に
ま
と
め
て
掲
載
し
、
該
当
す
る
巻
数
（
冊
）
と
刊
本
の

巻
・
頁
数
を
示
し
た
。

ま
ず
正
保
二
（
一
六
四
五
）
年
三
月
十
五
日
の
記
事
に
よ
る
と
、
こ
の
日
、
米
代
一
之

丁
に
あ
る
井
深
監
物
の
屋
敷
の
長
屋
か
ら
出
火
し
、
大
風
に
よ
っ
て
火
災
が
広
が
っ
て
三

の
丸
に
も
被
害
が
及
ん
だ
。
三
の
丸
の
南
方
に
あ
っ
た
⑩
竹
蔵
（
大
沼
屋
敷
の
北
に
並
ぶ
）

→
⑨
大
沼
与
左
衛
門
屋
敷
（
三
の
丸
南
御
門
を
入
っ
て
南
北
の
通
り
の
西
側
に
面
し
て
い

る
、
土
手
に
接
し
門
の
脇
で
あ
る
）
→
⑧
沢
田
九
左
衛
門
屋
敷
（
南
北
の
通
り
の
東
側
に

面
し
て
い
る
、
大
沼
屋
敷
の
向
か
い
、
土
手
に
接
し
て
門
の
脇
で
あ
る
）
→
⑦
戸
枝
市
郎

左
衛
門
屋
敷
（
土
手
へ
接
し
、
戸
枝
屋
敷
の
東
隣
り
）
→
⑥
原
六
兵
衛
屋
敷
（
土
手
へ
接

し
、
戸
枝
屋
敷
の
北
隣
り
）
の
順
に
飛
び
火
し
て
焼
失
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
。
こ
の
位

置
関
係
は
加
藤
絵
図
と
整
合
し
て
お
り
、
絵
図
は
正
保
二
年
三
月
の
火
災
以
前
の
状
況
を

描
い
て
い
る
可
能
性
が
高
い
。

次
に
三
の
丸
に
あ
っ
た
会
所
に
つ
い
て
、
寛
文
三
（
一
六
六
三
）
年
十
月
に
、
会
所
を

本
一
之
丁
の
割
場
の
中
へ
移
し
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
こ
の
記
事
に
よ
る
と
、
会
津
入

部
後
、「
正
保
之
末
ゟ
」
三
の
丸
の
中
に
南
北
の
会
所
の
建
物
を
建
て
、
役
人
た
ち
（「
加

判
之
者
」）
が
出
仕
し
て
御
用
を
勤
め
て
き
た
が
、「
三
ノ
丸
之
会
所
片
脇
ニ
候
故
」
と
、

役
人
の
居
所
か
ら
遠
い
と
い
う
理
由
で
「
本
一
之
丁
南
側
大
町
通
南
東
角
割
場
之
内
」
へ

移
転
す
る
こ
と
に
決
ま
っ
た
。
新
し
い
場
所
は
「
郭
内
之
中
程
」
で
「
諸
人
」
が
立
ち
寄

る
の
に
よ
い
と
い
う
認
識
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。
万
治
三
（
一
六
六
〇
）
年
八
月
に
江

戸
屋
敷
へ
諮
問
、
同
九
月
の
移
転
決
定
を
受
け
て
工
事
が
始
ま
り
実
現
し
た
。
加
藤
絵
図

⒅

に
は
、
会
所
・
御
勘
定
所
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
こ
こ
に
あ
っ
た
会
所
は
、
こ
の
年
に
三

の
丸
の
外
へ
移
転
し
た
の
で
あ
る
。

こ
の
時
の
会
所
の
移
転
に
伴
っ
て
、
三
の
丸
に
あ
っ
た
藩
士
の
屋
敷
も
一
部
移
転
し
て

い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
会
所
移
転
と
同
年
の
四
月
二
十
二
日
条
に
よ
る
と
、
会
所
役
人
で

あ
っ
た
金
田
百
助
の
屋
敷
に
つ
い
て
、
現
在
は
「
三
の
丸
南
御
門
之
内
」
に
あ
っ
て
毎
日

会
所
へ
勤
務
し
て
い
る
が
、
本
一
之
丁
へ
の
移
転
に
よ
っ
て
屋
敷
が
遠
く
な
っ
て
不
便
に

な
る
た
め
、
近
く
に
新
た
な
屋
敷
が
準
備
さ
れ
て
い
る
。
前
記
し
た
よ
う
に
三
の
丸
の
南

門
付
近
は
、
正
保
二
年
三
月
の
火
災
で
一
度
は
屋
敷
が
焼
失
し
て
い
る
の
で
、
金
田
屋
敷

は
、
そ
の
後
に
建
て
ら
れ
、
こ
の
年
に
移
転
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

こ
の
よ
う
に
三
の
丸
に
あ
っ
た
藩
士
の
屋
敷
も
次
第
に
城
外
へ
移
転
し
た
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
寛
文
六
年
六
月
十
五
日
条
は
、
城
南
に
「
十
八
蔵
」
と
い
う
新
し
い
米
蔵
が
完

成
し
た
記
事
で
あ
る
が
、
そ
の
際
に
移
さ
れ
た
米
蔵
の
ひ
と
つ
に
三
の
丸
内
の
「
沢
田
九

右
衛
門
元
屋
敷
」
の
蔵
が
あ
っ
た
。
ま
た
、
こ
れ
以
前
に
、
三
の
丸
内
の
佐
川
官
兵
衛
屋

敷
の
南
に
あ
る
「
本
戸
枝
市
郎
左
衛
門
屋
敷
、
只
今
平
嶋
七
兵
衛
と
申
蔵
方
の
役
人
罷
在

候
」
と
あ
り
、
こ
の
屋
敷
地
を
勘
兵
衛
屋
敷
に
加
え
て
、
さ
ら
に
原
六
兵
衛
屋
敷
や
沢
田

九
右
衛
門
屋
敷
と
合
わ
せ
て
「
郷
蔵
」
と
す
る
構
想
が
あ
っ
た
こ
と
も
記
さ
れ
て
い
る
。

三
の
丸
の
南
の
部
分
に
は
藩
の
蔵
を
建
て
る
構
想
が
あ
り
、
藩
士
の
居
住
地
と
し
て
は
使

わ
れ
な
く
な
っ
て
い
た
傾
向
が
読
み
取
れ
る
。
寛
文
七
（
一
六
六
七
）
年
三
月
二
十
四
日

に
死
去
し
た
内
藤
源
助
の
屋
敷
は
、
こ
の
時
期
に
は
「
元
屋
敷
」
と
呼
ば
れ
る
「
本
一
之

丁
北
頬
三
日
町
通
東
角
」
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
時
期
は
不
明
だ
が
佐
川
勘
兵
衛
屋
敷
も

移
転
し
て
い
た
（
寛
文
五
年
二
月
十
五
日
条
）。
な
お
、
蔵
の
構
想
が
実
現
し
な
か
っ
た

の
は
、
後
述
す
る
「
三
ノ
丸
御
屋
敷
」
す
な
わ
ち
藩
主
家
族
の
屋
敷
の
前
を
通
っ
て
、
城

内
を
人
馬
が
往
還
す
る
こ
と
が
憚
ら
れ
る
と
い
う
理
由
で
あ
っ
た
。

（
二
）
保
科
正
之
と
三
の
丸

　

保
科
正
之
時
代
の
三
の
丸
の
使
わ
れ
方
の
も
う
ひ
と
つ
の
変
化
と
し
て
は
、〈
史
料
１
〉

に
も
あ
る
通
り
、
次
期
藩
主
候
補
（
正
頼
・
正
経
・
十
四
郎
）
の
屋
敷
、
隠
居
し
た
藩
主

（
正
之
）
の
屋
敷
が
建
て
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
と
い
う
点
が
重
要
で
あ
る
。

　

ま
ず
明
暦
元
（
一
六
五
五
）
年
に
正
之
の
嫡
男
正
頼
（
長
門
守
）
が
国
元
へ
下
向
し
た

際
の
屋
敷
が
三
の
丸
に
建
て
ら
れ
る
。

　

居
住
の
た
め
の
屋
敷
の
準
備
は
承
応
二
年
（
一
六
五
三
）
に
命
じ
ら
れ
た
が
、
材
木
不

足
の
た
め
、
人
足
を
増
員
し
て
御
蔵
入
領
下
郷
の
山
か
ら
運
ば
せ
て
い
る
（
承
応
三
年
三

月
十
八
日
条
）。
完
成
し
た
屋
敷
に
は
「
御
広
間
」「
御
座
敷
」「
御
勝
手
向
」
等
の
空
間

が
あ
り
、
藩
士
等
が
交
替
で
詰
め
る
こ
と
等
が
定
め
ら
れ
た
（
明
暦
元
年
五
月
二
十
三
日

条
）。
正
頼
は
同
年
六
月
十
三
日
に
到
着
し
て
い
る
。
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こ
の
時
の
屋
敷
の
正
確
な
位
置
や
広
さ
は
わ
か
ら
な
い
。
承
応
三
（
一
六
五
四
）
年
五

月
八
日
条
に
よ
る
と
「
三
之
丸
御
屋
敷
之
東
、
土
手
之
外
堀
水
無
之
不
用
心
」
と
い
う
理

由
で
、「
土
手
之
上
」
に
柵
を
設
置
す
る
こ
と
が
命
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
記
事
を
信
じ
れ

ば
、
東
側
に
三
の
丸
の
土
手
・
堀
と
接
す
る
場
所
で
あ
り
、
絵
図
で
い
え
ば
藩
士
の
屋
敷

と
さ
れ
て
い
る
敷
地
の
い
ず
れ
か
に
建
て
ら
れ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

正
頼
が
若
く
し
て
亡
く
な
っ
た
後
、
正
経
（
筑
前
守
）
が
次
期
藩
主
候
補
者
（「
若
殿

様
」）
と
な
る
。
寛
文
二
（
一
六
六
二
）
年
五
月
の
正
経
初
入
国
の
際
の
屋
敷
も
三
の
丸

で
あ
っ
た
。
以
後
、
寛
文
九
（
一
六
六
九
）
年
四
月
に
正
之
が
隠
居
し
て
家
督
を
相
続
す

る
ま
で
、
国
元
へ
下
向
し
た
際
に
正
経
は
三
の
丸
の
屋
敷
に
居
住
し
た
。

　

寛
文
二
年
五
月
二
十
七
日
に
南
会
津
方
面
よ
り
入
国
し
た
正
頼
一
行
を
沿
道
で
多
く
の

藩
士
た
ち
が
出
迎
え
る
が
、
一
行
は
米
代
方
面
か
ら
本
一
之
丁
を
東
に
向
か
い
、
本
丸
へ

向
か
う
大
手
の
前
を
通
り
過
ぎ
、
桜
馬
場
・
六
日
町
通
の
角
を
通
っ
て
「
三
ノ
丸
御
屋
敷

御
門
」
か
ら
屋
敷
に
入
る
と
い
う
ル
ー
ト
を
取
っ
て
い
る
。
屋
敷
で
は
「
御
座
之
間
」
で

式
三
献
の
お
祝
い
の
後
、
風
呂
に
入
り
食
事
を
し
て
い
る
。
お
も
だ
っ
た
役
付
き
の
藩
士

の
出
仕
の
次
第
も
事
前
に
定
め
ら
れ
、
初
入
国
を
祝
う
使
者
の
対
面
や
饗
応
な
ど
も
行
わ

れ
て
い
る
（
寛
文
二
年
五
月
九
日
・
六
月
八
日
条
ほ
か
）

　

寛
文
五
（
一
六
六
五
）
年
三
月
に
再
び
正
経
は
下
向
し
て
い
る
。
そ
の
準
備
を
記
し
た

同
年
二
月
十
五
日
条
の
記
事
で
興
味
深
い
の
は
、
三
の
丸
内
に
あ
っ
て
い
ま
だ
取
り
壊
し

て
い
な
い
会
所
役
人
の
金
田
百
助
の
屋
敷
を
補
修
し
て
随
行
の
一
柳
平
左
衛
門
が
滞
在
し
、

佐
川
勘
兵
衛
の
元
の
屋
敷
も
別
の
誰
か
を
配
置
す
る
よ
う
指
示
が
出
さ
れ
て
い
る
。
前
記

し
た
よ
う
な
藩
士
屋
敷
の
三
の
丸
外
へ
の
移
転
に
伴
い
、
そ
の
跡
地
や
屋
敷
が
再
利
用
さ

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

　

藩
主
候
補
の
正
経
以
外
の
正
之
の
子
息
た
ち
が
下
向
し
た
際
の
屋
敷
も
三
の
丸
に
準
備

さ
れ
る
こ
と
に
な
っ
た
。
保
科
正
純
（
市
正
様
）
は
、
寛
文
八
（
一
六
六
八
）
年
六
月
朔

日
に
初
入
国
す
る
が
、
そ
の
時
の
屋
敷
は
「
三
ノ
丸
内
内
藤
源
助
元
屋
敷
」
で
あ
っ
た
。

到
着
す
る
と
す
ぐ
に
「
三
ノ
丸
御
屋
敷
」
に
立
ち
寄
り
正
経
と
の
対
面
を
果
た
し
て
い
る
。

　

そ
し
て
寛
文
九
（
一
六
六
九
）
年
正
月
、
江
戸
か
ら
下
っ
た
女
中
お
ふ
き
の
方
が
、
三

の
丸
の
金
田
百
助
の
元
屋
敷
で
男
児
を
出
産
し
た
。
こ
の
女
性
は
後
に
側
室
の
栄
寿
院
と

呼
ば
れ
て
三
の
丸
に
長
く
住
む
こ
と
に
な
る
。
こ
の
男
児
は
正
之
の
子
で
十
四
郎
（
重
四

郎
）
と
名
づ
け
ら
れ
、
後
に
三
代
藩
主
正
容
と
な
る
。
こ
の
よ
う
に
、
寛
文
年
間
に
藩
主

正
之
の
家
族
た
ち
が
暮
ら
す
空
間
が
三
の
丸
に
急
速
に
広
が
っ
て
い
っ
た
。

次
に
正
之
の
隠
居
所
に
つ
い
て
検
討
す
る
。
寛
文
九
（
一
六
六
九
）
年
四
月
二
十
七
日
、

長
く
幕
府
へ
願
い
出
て
い
た
正
之
の
意
向
が
認
め
ら
れ
、
正
之
の
隠
居
と
正
経
の
家
督
相

続
が
決
定
し
た
。
正
経
は
正
之
の
四
男
。
こ
の
年
か
ら
十
三
年
間
、
藩
主
の
地
位
に
就
い

た
。
正
経
は
同
年
八
月
に
藩
主
と
し
て
初
め
て
国
元
に
帰
る
が
、
そ
の
時
の
御
座
所
は
若

松
城
の
三
の
丸
の
屋
敷
で
は
な
く
本
丸
で
あ
っ
た
。
八
月
十
六
日
に
正
経
一
行
は
本
一
之

丁
を
東
へ
向
か
い
、「
大
手
御
門
」「
御
天
守
之
下
」「「
御
玄
関
」
に
出
迎
え
が
配
置
さ
れ

る
中
、「
太
鼓
御
門
番
所
」
で
装
束
を
着
替
え
て
御
座
所
に
入
っ
た
。
同
日
条
の
記
事
に
よ

る
と
、
事
前
に
あ
っ
た
「
三
ノ
丸
御
普
請
」
の
準
備
は
中
止
さ
れ
、「
御
本
丸
」
の
「
掃
除
」

以
下
設
営
の
準
備
が
命
じ
ら
れ
た
。
藩
主
の
登
城
は
本
丸
御
殿
と
い
う
の
が
、
当
時
の
了

解
事
項
と
し
て
計
画
的
に
準
備
が
進
め
ら
れ
た
こ
と
が
わ
か
る
。

　

一
方
で
翌
年
四
月
に
帰
国
し
た
正
之
に
対
し
て
は
三
の
丸
屋
敷
が
準
備
さ
れ
た
（
同
年

四
月
四
日
条
）。
到
着
前
に
は
三
の
丸
内
の
別
の
屋
敷
に
い
た
十
四
郎
が
正
之
の
入
る
屋

敷
に
移
さ
れ
た
。
同
年
四
月
十
八
日
に
正
之
は
三
の
丸
の
屋
敷
に
到
着
し
、
翌
日
に
は
十

四
郎
と
の
対
面
を
果
た
し
て
い
る
。
正
之
の
滞
在
中
、
八
月
二
十
三
日
に
は
正
純
も
会
津

へ
下
向
し
て
三
の
丸
に
入
っ
て
い
る
。

　

正
之
は
寛
文
十
二
（
一
六
七
二
）
年
五
月
に
再
び
会
津
へ
下
向
し
て
い
る
。
晩
年
に
は
、

こ
の
二
度
だ
け
で
あ
る
が
滞
在
中
の
居
所
は
、
い
ず
れ
も
三
の
丸
の
屋
敷
で
あ
っ
た
。
こ

の
時
期
に
は
、
正
式
な
当
主
（
藩
主
）
は
本
丸
内
の
御
殿
に
お
り
、
隠
居
し
た
正
之
や
次

期
藩
主
候
補
を
含
め
た
子
息
や
側
室
な
ど
、
広
い
意
味
で
保
科
家
の
家
族
が
三
の
丸
に
居

住
す
る
と
い
う
状
況
に
な
っ
て
い
た
。

　

寛
文
十
二
年
八
月
五
日
、
正
経
が
参
勤
交
代
の
た
め
江
戸
へ
出
発
す
る
前
日
に
、
正
之

は
三
の
丸
屋
敷
に
正
経
を
招
い
て
饗
応
し
て
い
る
。
お
も
だ
っ
た
藩
士
も
参
列
し
、
儒
者

に
「
御
家
訓
」
を
読
ま
せ
た
後
、
正
之
み
ず
か
ら
各
条
の
趣
意
を
解
説
し
、
丁
寧
に
反
復

教
諭
し
た
。
そ
の
後
、
正
経
に
供
す
る
三
名
が
残
さ
れ
て
、
ひ
と
り
ひ
と
り
の
「
気
質
」

（
お
も
に
短
所
）
を
注
意
し
、
人
づ
き
あ
い
の
仕
方
を
諭
し
た
。
正
経
と
は
一
定
の
距
離

を
置
き
つ
つ
、
藩
政
に
つ
い
て
必
要
な
指
示
や
意
見
を
述
べ
る
場
と
し
て
、
本
丸
で
は
な

い
三
の
丸
に
あ
る
屋
敷
は
ち
ょ
う
ど
よ
い
場
所
で
あ
っ
た
の
だ
ろ
う
。

最
後
に
正
之
の
葬
儀
に
お
け
る
三
の
丸
の
使
わ
れ
方
を
検
討
す
る
。
寛
文
十
二
年
十
二

月
に
江
戸
で
亡
く
な
っ
た
正
之
の
遺
骸
を
納
め
た
柩
は
、
十
二
月
晦
日
に
会
津
へ
到
着
し
、

猪
苗
代
に
墓
所
を
築
い
て
埋
葬
す
る
ま
で
、
三
の
丸
の
仮
屋
に
安
置
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
事
前
の
準
備
と
し
て
江
戸
か
ら
は
、
三
の
丸
屋
敷
の
畳
の
表
替
え
や
仮
屋
の
設
置
場

所
の
こ
と
か
ら
、
葬
送
の
行
列
が
雪
で
足
を
滑
ら
せ
な
い
よ
う
細
か
な
こ
と
ま
で
指
示
が

出
さ
れ
た
。
江
戸
と
会
津
と
の
連
絡
が
う
ま
く
い
か
ず
準
備
が
不
十
分
な
こ
と
も
あ
っ
た
。

三
の
丸
屋
敷
の
仮
屋
に
は
、
重
四
郎
（
十
四
郎
）
を
始
め
弔
問
者
や
大
名
家
の
使
者
も
訪

れ
た
。
と
く
に
火
事
に
注
意
し
な
が
ら
過
ご
し
、
年
が
か
わ
っ
た
三
月
十
四
日
に
柩
が
猪

苗
代
へ
出
発
す
る
日
ま
で
勤
番
体
制
が
取
ら
れ
た
。

（
三
）
保
科
正
経
と
三
の
丸
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三の丸の変遷からみた若松城

正
之
が
猪
苗
代
の
地
に
埋
葬
さ
れ
、
土
津
霊
神
と
し
て
祭
る
見
禰
山
御
社
（
土
津
神
社
）

が
完
成
し
遷
宮
・
参
詣
が
行
わ
れ
る
の
は
延
宝
三
（
一
六
七
五
）
年
八
月
の
こ
と
で
あ
っ

た
。
こ
の
直
前
の
五
月
に
会
津
へ
下
向
し
た
正
経
は
、
藩
主
の
御
座
所
を
本
丸
か
ら
三
の

丸
へ
移
し
た
。
同
年
五
月
晦
日
条
に
よ
る
と
、
同
月
十
九
日
に
命
令
が
下
り
、
二
十
日
よ

り
三
の
丸
の
屋
敷
の
造
作
や
掃
除
が
始
め
ら
れ
、
こ
の
日
に
移
転
が
完
了
し
た
。
こ
の
移

転
に
つ
い
て
は
、
祈
祷
が
行
わ
れ
、
翌
日
に
は
正
之
が
眠
る
猪
苗
代
御
社
へ
の
報
告
も
あ

り
、
関
係
者
に
祝
儀
の
配
布
や
献
上
が
続
い
た
こ
と
か
ら
、
藩
の
公
式
の
行
事
と
し
て
執

行
さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
る
。
移
住
の
理
由
と
し
て
、
同
日
条
に
は
日
頃
か
ら
本
丸
で
は

「
火
之
元
気
遣
」
が
あ
る
た
め
、
と
書
か
れ
て
い
る
。
表
向
き
の
理
由
は
、
そ
の
通
り
か

も
し
れ
な
い
が
、
な
ぜ
こ
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で
三
の
丸
に
移
転
す
る
こ
と
に
な
っ
た
の
か
、

「
家
世
実
紀
」
は
、
こ
れ
以
上
語
っ
て
い
な
い
。

三
の
丸
屋
敷
を
想
定
し
た
新
た
な
「
火
消
定
」
が
命
じ
ら
れ
た
の
は
、
翌
年
の
二
月
十

九
日
で
あ
り
、
三
の
丸
の
屋
敷
の
普
請
等
が
本
格
的
に
始
め
ら
れ
た
の
は
、
正
経
が
江
戸

へ
出
発
し
た
後
の
四
月
十
五
日
頃
か
ら
で
あ
っ
た
。
六
月
二
十
六
日
に
は
、
三
の
丸
堀
普

請
・
附
土
手
が
完
成
し
て
い
る
。
正
経
は
、
こ
れ
以
後
、
天
和
元
（
一
六
八
一
）
年
十
月

に
死
去
す
る
ま
で
、
国
元
に
戻
っ
た
時
の
居
所
を
三
の
丸
の
屋
敷
と
し
た
（
延
宝
五
年
五

月
二
日
・
同
七
年
四
月
二
十
八
日
）。
ま
た
藩
の
役
人
の
出
仕
・
饗
応
（
延
宝
三
年
九
月

二
十
五
日
・
二
十
九
日
条
な
ど
）
や
、
大
名
家
の
使
者
と
の
対
面
・
饗
応
（
延
宝
七
年
七

月
二
十
七
日
条
な
ど
）
の
場
も
、
三
の
丸
の
屋
敷
と
な
っ
た
。

　

前
記
し
た
よ
う
に
、
こ
の
頃
の
三
の
丸
は
、
正
之
の
家
族
と
呼
べ
る
人
々
が
暮
ら
し
て

い
た
。
正
之
の
側
室
で
、
死
後
に
落
飾
法
会
を
済
ま
せ
て
栄
寿
院
と
称
し
た
女
性
や
、
そ

の
子
の
十
（
重
）
四
郎
（
後
に
三
代
藩
主
正
容
）
も
住
ん
で
い
た
。
ま
た
延
宝
四
年
七
月

二
十
日
条
に
よ
る
と
、
三
の
丸
屋
敷
に
奉
公
し
て
い
た
女
中
お
せ
ん
の
方
が
、
正
経
の
子

を
前
年
十
月
頃
に
懐
妊
、
こ
の
日
に
女
児
を
出
産
し
て
い
る
。
こ
の
女
子
は
「
お
す
は
様
」

と
命
名
さ
れ
て
育
て
ら
れ
る
が
、
翌
年
六
月
に
死
去
し
て
い
る
。
死
去
の
記
事
を
記
し
た

延
宝
五
年
六
月
十
九
日
条
で
は
、「
お
す
は
様
御
事
」
は
誕
生
時
か
ら
「
御
隠
密
」
で
あ

り
、
死
去
に
つ
い
て
も
「
御
隠
密
」
と
書
か
れ
て
い
る
。

延
宝
八
（
一
六
八
〇
）
年
八
月
十
一
日
、
正
経
は
病
気
の
た
め
重
四
郎
（
後
の
正
容　

十
二
歳
）
を
養
子
と
し
て
次
期
藩
主
候
補
に
定
め
、
翌
年
二
月
十
九
日
に
隠
居
し
て
家
督

を
譲
っ
た
。
そ
の
後
、
同
年
十
月
三
日
に
江
戸
屋
敷
で
死
去
し
た
。
三
六
歳
で
あ
っ
た
。

正
経
の
柩
は
同
月
十
三
日
に
三
の
丸
屋
敷
に
到
着
し
、
そ
の
後
家
中
の
面
々
の
拝
礼
を
終

え
た
後
、
十
一
月
二
日
に
葬
地
で
あ
る
院
内
山
へ
送
ら
れ
た
。
な
お
正
之
の
子
ど
も
た
ち

の
う
ち
、
正
之
よ
り
早
く
亡
く
な
っ
た
正
頼
・
正
純
は
、
す
で
に
院
内
山
に
埋
葬
さ
れ
て

い
た
が
、
正
頼
も
正
純
も
遺
骸
を
納
め
る
仮
屋
が
三
の
丸
に
建
て
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ

た
。
明
暦
三
年
二
月
朔
日
に
品
川
東
海
寺
で
死
去
し
た
正
頼
の
棺
は
浄
光
寺
に
納
め
ら
れ
、

院
内
山
へ
送
ら
れ
た
（
同
年
二
月
十
一
日
・
二
十
三
日
条
）。
寛
文
十
一
年
七
月
二
十
日

に
江
戸
で
死
去
し
た
正
純
は
、
浄
光
寺
で
な
く
院
内
村
に
仮
屋
が
設
置
さ
れ
た
（
同
年
八

月
六
日
条
）。
三
の
丸
に
仮
屋
が
設
け
ら
れ
る
の
は
藩
主
に
限
定
さ
れ
る
慣
例
が
で
き
つ

つ
あ
っ
た
（
表
３
参
照
）。

後
継
者
の
正
容
が
三
代
藩
主
と
し
て
初
め
て
帰
国
し
た
の
は
、
元
禄
元
（
一
六
八
八
）

年
七
月
で
あ
っ
た
。
家
督
を
譲
ら
れ
た
後
の
数
年
間
は
、
し
ば
ら
く
江
戸
で
の
暮
ら
し
が

続
い
た
。
同
年
七
月
朔
日
条
に
よ
る
と
、
初
入
部
に
当
た
っ
て
は
、
当
初
は
本
丸
と
三
の

丸
の
両
方
が
想
定
さ
れ
て
い
た
が
、
最
終
的
に
は
「
御
本
丸
江
御
着
座
」
と
決
ま
り
、
本

丸
屋
敷
の
簡
単
な
修
繕
と
、
三
の
丸
屋
敷
の
修
繕
不
要
の
旨
が
指
示
さ
れ
た
。
城
に
着
い

た
正
容
は
、「
御
吉
例
」
と
し
て
本
丸
大
手
の
太
鼓
門
の
番
所
で
装
束
改
め
を
し
て
裃
姿

で
本
丸
屋
敷
に
入
り
、
着
城
の
儀
式
を
済
ま
せ
た
。
結
局
、
三
の
丸
屋
敷
が
藩
主
の
御
座

所
と
な
っ
た
の
は
、
正
経
一
代
限
り
、
延
宝
三
（
一
六
七
五
）
年
か
ら
元
禄
元
（
一
六
八

八
）
年
ま
で
の
十
数
年
間
と
い
う
短
い
期
間
だ
け
で
あ
っ
た
。

次
に
、
こ
の
時
期
に
三
の
丸
に
能
舞
台
が
造
ら
れ
、
演
能
が
行
わ
れ
た
こ
と
に
注
目
し

た
い
。

　

延
宝
五
（
一
六
七
七
）
年
八
月
六
日
、
三
の
丸
屋
敷
に
能
舞
台
が
完
成
し
た
。
こ
れ
を

祝
っ
て
在
国
し
て
い
た
藩
主
正
経
の
命
令
で
、
華
や
か
な
能
の
興
行
が
あ
っ
た
。
能
の
演

目
は
、
高
砂
・
田
村
・
東
北
・
是
界
・
藤
戸
・
舟
弁
慶
・
呉
服
、
狂
言
は
末
ひ
ろ
が
り
・

い
ぐ
い
・
あ
さ
ひ
な
・
た
ち
ば
い
・
腰
い
の
り
。
藩
士
を
は
じ
め
御
目
見
を
許
さ
れ
た
町

人
、
町
医
師
・
検
断
・
名
主
・
諸
職
人
た
ち
も
正
装
し
て
舞
台
の
周
辺
に
座
を
占
め
た
。

侍
衆
に
は
饅
頭
・
餅
・
赤
飯
や
酒
、
町
人
た
ち
に
も
赤
飯
等
が
振
る
舞
わ
れ
た
。

　

三
の
丸
の
屋
敷
は
、
こ
の
よ
う
な
能
を
始
め
と
し
て
、
さ
ま
ざ
ま
な
芸
能
が
繰
り
広
げ

ら
れ
る
場
に
も
な
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
す
は
、「
家
世
実
紀
」
以
外
に
も
、
正
之
家
臣

で
、
正
経
の
御
守
役
を
勤
め
た
名
倉
信
充
（
信
光
・
半
左
衛
門
）
の
日
記
「
名
倉
信
充
日

記
」
に
散
見
さ
れ
る
。「
名
倉
信
充
日
記
」
寛
文
七
（
一
六
六
七
）
年
四
月
朔
日
条
に
は
、

「
筑
前
様
（
正
経
）
御
意
ニ
、
三
ノ
丸
へ
相
詰
申
可
よ
し
被
仰
付
候
、
難
有
御
意
に
て
田

（
中
）
三
郎
兵
衛
殿
被
仰
付
、
成
（
瀬
）
主
計
殿
も
御
同
意
候
」
と
あ
り
、
信
充
は
、
正

経
が
家
督
相
続
以
前
に
三
の
丸
に
居
住
し
て
い
た
頃
か
ら
御
側
に
付
い
て
い
た
こ
と
が
わ

か
る
。

能
に
関
す
る
記
事
は
多
い
が
、「
名
倉
信
充
日
記
」
寛
文
五
年
六
月
二
十
三
日
条
で
は
、

藩
主
就
任
以
前
の
正
経
が
三
の
丸
で
御
能
を
命
じ
、
役
者
に
侍
中
が
出
た
が
見
物
は
な
か

っ
た
こ
と
、
ま
た
藩
主
就
任
後
で
は
、
寛
文
九
年
閏
十
二
月
二
十
二
日
条
に
、
十
四
郎
へ

正
経
よ
り
初
め
て
御
振
舞
が
あ
り
、
そ
の
後
三
の
丸
に
出
て
御
囃
子
を
命
じ
、
紅
雪
父

⒆
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高橋　充

子
・
九
太
夫
舞
が
あ
っ
た
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

ま
た
三
の
丸
で
は
歌
会
も
催
さ
れ
、
寛
文
十
二
年
三
月
二
十
二
日
に
は
三
の
丸
の
桜
が

盛
り
で
正
経
が
出
御
し
、
花
の
前
で
歌
一
首
を
所
望
さ
れ
た
信
充
は
「
春
雨
も
花
の
盛
り

は
心
せ
よ　

け
ふ
し
も
君
か
こ
こ
に
来
ま
せ
る
」「
桜
咲
木
の
下
陰
に
円
居
し
て　

花
を
か

さ
し
の
舞
の
盃
」
と
い
う
歌
を
詠
ん
で
い
る
。
ま
た
同
年
九
月
十
一
日
に
は
、
三
の
丸
で

十
五
夜
の
歌
詠
み
が
あ
り
、
簗
瀬
三
左
衛
門
を
中
心
に
、
信
充
は
「
八
月
十
五
日
の
詠
、

た
の
ま
れ
ぬ
世
の
た
め
し
な
り
今
宵
し
も　

曇
を
月
の
心
と
や
せ
ん
」「
常
の
心
を
又　

雲
を
分
浮
世
を
た
つ
の
身
を
し
り
て　

と
し
悔
は
我
か
た
つ
は
か
れ
」
と
詠
ん
で
い
る
。

そ
の
他
、「
市
正
様
」（
正
純
）
を
相
手
に
立
花
や
囲
碁
（
寛
文
十
年
四
月
十
三
日
、
四

月
二
十
九
日
、
五
月
七
日
条
）
を
し
た
り
、
弓
な
ど
武
芸
の
披
露
を
三
の
丸
で
正
経
が
御

覧
に
な
る
こ
と
も
あ
っ
た
（
寛
文
十
二
年
四
月
二
十
四
日
条
）。　

　

こ
の
よ
う
に
、
正
経
の
時
代
を
中
心
に
三
の
丸
屋
敷
は
大
名
家
と
し
て
の
芸
能
・
文
化

が
華
や
か
に
展
開
さ
れ
る
場
に
も
な
っ
て
い
た
。

　

以
上
の
よ
う
な
使
わ
れ
方
を
し
た
正
経
時
代
の
三
の
丸
屋
敷
の
建
物
は
、
ど
の
よ
う
な

状
況
だ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　
「
家
世
実
紀
」
の
中
で
、
屋
敷
内
の
建
物
が
具
体
的
に
わ
か
る
記
事
を
三
件
取
り
出
し
、

そ
れ
ぞ
れ
対
応
す
る
建
物
を
ま
と
め
る
と
表
２
の
よ
う
に
な
る
。
こ
れ
ら
を
見
る
と
、
表

向
の
御
広
間
・
大
書
院
・
小
書
院
な
ど
、
中
奥
の
御
座
之
間
・
御
寝
之
間
・
御
風
呂
な
ど
、

奥
向
の
御
台
所
・
長
局
な
ど
、
基
本
的
に
は
本
丸
の
屋
敷
と
ほ
ぼ
同
じ
よ
う
な
建
物
が
、

三
の
丸
屋
敷
に
も
揃
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。

表
２
に
は
加
え
な
か
っ
た
が
、
延
宝
四
年
四
月
十
五
日
の
屋
敷
普
請
の
際
に
は
、「
御

座
之
間
・
御
書
院
之
廊
下
」
や
「
長
囲
炉
裏
并
御
門
三
ヶ
所
、
御
台
所
方
・
御
納
戸
蔵
・

御
用
部
屋
・
古
長
屋
・
奥
御
座
之
間
・
御
庭
之
御
蔵
・
奥
台
所
・
雑
蔵
」
等
が
対
象
に
な

っ
て
い
た
。
今
の
と
こ
ろ
絵
図
な
ど
は
見
つ
か
っ
て
い
な
い
の
で
建
物
の
詳
し
い
位
置
関

係
等
は
不
明
で
あ
る
。
ま
た
正
之
の
葬
送
の
際
に
仮
屋
を
設
置
す
る
場
所
を
決
め
る
際
の

記
事
を
み
る
と
、
庭
の
中
に
は
泉
水
（
池
）
や
築
山
、
御
茶
屋
な
ど
が
あ
っ
た
こ
と
が
わ

か
る
（
寛
文
十
二
年
十
二
月
晦
日
条
）。
ま
た
表
中
の
①
の
記
事
に
「
火
事
之
時
長
局
へ

附
候
役
人
共
と
示
合
、
女
中
引
連
、
能
場
所
見
計
可
退
旨
」
と
あ
る
の
で
、
長
局
は
女
中

た
ち
の
居
場
所
で
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。

最
後
に
、
屋
敷
の
位
置
に
つ
い
て
推
定
し
て
お
き
た
い
。
前
記
し
た
内
容
か
ら
、
屋
敷

は
三
の
丸
の
敷
地
の
中
で
一
定
の
広
さ
を
持
っ
て
い
た
こ
と
は
疑
い
な
い
。
南
北
に
細
長

い
三
の
丸
の
形
状
か
ら
、
北
と
南
が
考
え
ら
れ
る
が
、
表
に
ま
と
め
た
、
と
く
に
①
の
記

事
の
中
に
は
三
の
丸
の
北
の
地
区
と
関
わ
る
文
言
が
多
い
。
火
消
番
の
配
置
に
関
し
て

「
埋
門
江
会
所
番
山
岸
小
八
郎
并
番
人
足
軽
九
人
」
や
「
埋
門
前
江
御
供
番
其
次
小
番
其

次
小
役
人
」
と
い
う
記
述
が
あ
り
、
三
の
丸
の
北
門
で
あ
る
埋
門
に
近
い
こ
と
が
わ
か
る
。

ま
た
「
元
会
所
之
前
へ
旗
奉
行
并
与
力
足
軽
小
姓
頭
并
御
小
姓
組
」
と
あ
り
、
会
所
の
あ

っ
た
北
の
敷
地
を
含
む
範
囲
で
あ
っ
た
こ
と
や
、
火
災
の
際
の
消
火
手
段
と
し
て
「
御
泉

水
并
三
之
丸
西
之
方
御
堀
ゟ
水
可
為
汲
候
、
及
其
期
不
滞
様
御
堀
へ
下
候
梯
并
筏
等
兼
而

備
置
、
無
油
断
様
」
と
あ
り
、
屋
敷
が
三
の
丸
の
西
の
堀
（
二
の
丸
と
の
間
の
堀
）
に
近

い
位
置
に
あ
っ
た
こ
と
も
わ
か
る
。
以
上
の
点
か
ら
す
る
と
、
屋
敷
は
三
の
丸
の
北
の
方

に
展
開
し
て
い
た
可
能
性
が
高
い
。

三
　
栄
寿
院
の
時
代
か
ら
幕
末
ま
で

　

会
津
松
平
家
二
代
正
経
の
時
期
に
、
本
丸
に
か
わ
っ
て
三
の
丸
の
屋
敷
が
藩
主
の
居
所

と
な
り
、
そ
の
頃
に
は
藩
主
家
族
の
居
住
場
所
、
芸
能
・
文
化
の
華
開
く
空
間
と
し
て
三

の
丸
が
使
わ
れ
て
い
た
様
相
を
見
て
き
た
。
こ
こ
で
は
、
そ
の
後
の
使
わ
れ
方
の
変
遷
に

つ
い
て
概
観
す
る
。

（
一
）	

栄
寿
院
の
存
在

　

元
禄
元
（
一
六
八
八
）
年
七
月
朔
日
、
藩
主
と
し
て
初
入
国
し
た
三
代
正
容
は
、
正
経

の
や
り
方
を
改
め
て
、
本
丸
を
御
座
所
に
戻
し
た
こ
と
は
前
記
し
た
。
と
こ
ろ
で
、
こ
の

日
、
本
丸
屋
敷
で
の
儀
式
を
済
ま
せ
た
正
容
は
、
し
ば
ら
く
休
息
し
た
後
に
三
の
丸
屋
敷

へ
向
か
い
、
生
母
の
栄
寿
院
と
の
対
面
を
果
た
し
て
い
る
。
御
座
所
は
本
丸
に
戻
し
た
も

の
の
、
藩
主
家
族
が
三
の
丸
屋
敷
に
住
ん
で
い
る
状
況
は
変
わ
っ
て
い
な
い
。
こ
の
後
も
、

帰
国
し
た
正
容
が
三
の
丸
の
栄
寿
院
を
訪
れ
る
こ
と
は
慣
例
と
な
っ
て
い
た
。「
家
世
実

紀
」
元
禄
八
年
十
一
月
十
三
日
条
で
は
、
正
容
が
毎
日
の
よ
う
に
三
の
丸
に
入
る
の
で
、

せ
め
て
一
日
お
き
に
す
る
よ
う
栄
寿
院
自
身
が
命
令
を
出
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
。

栄
寿
院
（
沖
ふ
き　

布
貴
・
富
貴
）
は
、
正
保
二
（
一
六
四
五
）
年
正
月
に
江
戸
で
生

ま
れ
て
い
る
。
父
は
沖
友
也
、
母
は
久
保
田
氏
。
成
長
後
、
保
科
正
之
の
寵
愛
を
受
け
て
、

一
男
一
女
を
産
ん
で
い
る
。
出
産
は
、
二
人
と
も
会
津
へ
下
向
し
て
か
ら
三
の
丸
内
の
屋

敷
で
産
み
、
こ
の
う
ち
男
子
は
正
容
で
、
正
経
の
養
子
と
な
っ
て
三
代
藩
主
の
地
位
を
継

承
す
る
。
栄
寿
院
は
藩
主
の
生
母
と
し
て
、
藩
内
で
の
地
位
を
高
め
て
い
く
こ
と
に
な
り
、

延
宝
八
（
一
六
八
〇
）
年
十
一
月
十
五
日
条
で
は
、
重
四
郎
（
正
容
）
が
養
子
と
な
っ
た

た
め
分
限
帳
等
に
「
殿
」
と
い
う
敬
称
が
付
さ
れ
、
さ
ら
に
正
式
に
藩
主
に
就
任
す
る
と

「
様
」
の
字
が
使
わ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
（
天
和
二
年
十
一
月
二
十
九
日
条
）。

　

そ
の
後
、
享
保
五
（
一
七
二
〇
）
年
正
月
十
日
、
七
十
六
歳
で
生
涯
を
閉
じ
る
ま
で
、

三
の
丸
屋
敷
に
居
住
し
て
、
そ
の
存
在
感
を
藩
内
に
誇
示
し
た
。
ま
た
仏
教
と
く
に
法
華

（
日
蓮
）
衆
に
帰
依
し
、
寺
院
な
ど
に
寄
進
を
し
て
い
る
。
城
下
の
実
成
寺
（
法
華
宗
）
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の
本
堂
祖
師
像
や
題
目
供
養
塔
を
建
立
し
（「
風
土
記
」
巻
十
五
）、
現
存
す
る
妙
国
寺
の

「
涅
槃
図
繍
仏
」
は
、
栄
寿
院
へ
の
報
恩
・
供
養
の
た
め
に
制
作
さ
れ
た
。
葬
儀
は
小
田

町
の
浄
光
寺
（
法
華
宗
）
で
営
ま
れ
、
墓
所
は
院
内
山
に
建
て
ら
れ
た
。

　

そ
れ
で
は
三
の
丸
の
屋
敷
は
、
い
つ
頃
ま
で
使
わ
れ
て
い
た
の
だ
ろ
う
か
。
栄
寿
院
が

死
去
し
て
か
ら
十
年
が
過
ぎ
た
享
保
十
六
（
一
七
三
一
）
年
九
月
十
日
、
正
容
が
生
涯
を

閉
じ
た
。
藩
主
就
任
期
間
は
五
十
一
年
間
に
及
ん
だ
。
こ
の
年
の
四
月
に
会
津
へ
戻
っ
た

正
容
は
九
月
に
病
気
と
な
り
、
服
薬
・
食
事
の
後
に
城
の
廻
り
を
歩
き
、
三
の
丸
に
も
立

ち
寄
り
御
茶
屋
で
休
息
す
る
よ
う
な
場
面
も
あ
っ
た
が
、
つ
い
に
本
丸
の
屋
敷
で
息
を
引

き
取
っ
た
。
同
十
五
日
に
は
、「
御
本
丸
ハ
御
遠
慮
」
と
い
う
僉
議
で
「
三
之
丸
御
屋
敷
跡
」

に
仮
屋
が
建
て
ら
れ
た
。「
跡
」
と
い
う
表
現
が
正
確
で
あ
れ
ば
、
こ
の
頃
に
は
三
の
丸
屋

敷
は
す
で
に
な
く
な
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
仮
屋
が
建
て
ら
れ
た
の
は
「
二
之
丸
東
門
」

を
出
た
と
こ
ろ
で
あ
っ
た
。

　

一
方
で
表
４
に
ま
と
め
た
通
り
、
四
代
容
貞
（
菊
千
代
）、
続
く
五
代
容
頌
は
三
の
丸

屋
敷
で
生
ま
れ
て
い
る
。
四
代
容
貞
と
お
岸
の
方
と
の
間
に
生
ま
れ
た
女
子
・
員
も
三
の

丸
屋
敷
で
生
ま
れ
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
女
子
が
生
ま
れ
た
延
享
四
（
一
七

四
七
）
年
頃
ま
で
は
三
の
丸
に
は
藩
主
の
家
族
が
暮
ら
す
屋
敷
は
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

そ
の
後
は
、
国
元
で
出
産
す
る
場
合
は
本
丸
内
の
屋
敷
と
な
り
、
多
く
は
江
戸
屋
敷
で
誕

生
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

（
二
）
そ
の
後
の
三
の
丸

　

十
八
世
紀
半
ば
以
後
、「
家
世
実
紀
」
に
も
三
の
丸
の
屋
敷
に
関
す
る
記
事
は
見
ら
れ

な
く
な
る
。
一
方
で
、
藩
主
の
葬
送
の
際
に
三
の
丸
に
仮
屋
が
設
置
さ
れ
、
院
内
山
に
送

ら
れ
る
慣
例
は
続
い
て
い
た
（
表
３
参
照
）。
嘉
永
五
（
一
八
五
二
）
年
二
月
十
日
に
死

去
し
た
八
代
容
敬
の
場
合
も
、
江
戸
か
ら
運
ば
れ
て
き
た
柩
は
、
六
日
町
口
を
通
り
埋
門

か
ら
三
の
丸
へ
入
り
仮
屋
へ
納
め
ら
れ
拝
礼
が
行
わ
れ
た
。
閏
二
月
六
日
に
院
内
山
へ
出

て
い
く
際
に
も
埋
門
か
ら
出
て
本
一
之
丁
を
通
っ
て
天
寧
寺
町
へ
向
か
っ
て
い
る
。
藩
主

葬
送
の
際
の
使
わ
れ
方
は
、
江
戸
時
代
を
通
じ
て
変
わ
ら
な
か
っ
た
。

　

十
八
世
紀
半
ば
以
降
、
史
料
上
に
散
見
さ
れ
る
の
は
、
新
た
な
施
設
の
建
設
で
あ
る
。

寛
政
元
（
一
七
八
九
）
年
に
藩
士
の
高
嶺
慶
忠
が
著
し
た
地
誌
「
会
津
鑑
」
巻
十
に
は
、

ま
ず
明
和
年
間
（
一
七
六
四
～
七
一
）
の
初
め
頃
に
三
の
丸
に
厩
を
作
り
、
後
に
壊
し
た

と
い
う
記
事
が
あ
る
（「
明
和
初
、
御
本
丸
・
三
ノ
丸
ニ
厩
作
ル
、
無
程
ク
止
ム
」）。
こ

の
厩
に
つ
い
て
は
、
他
の
史
料
が
な
く
確
か
め
る
こ
と
が
で
き
な
い
。

　

つ
い
で
「
家
世
実
紀
」
明
和
四
（
一
七
六
七
）
年
九
月
十
五
日
条
に
、
藩
主
（
容
頌
）

の
命
令
で
、
三
の
丸
に
八
幡
社
が
建
立
さ
れ
た
と
い
う
記
事
が
あ
る
。
こ
の
前
年
か
ら
京

都
の
石
清
水
八
幡
社
の
勧
請
が
命
じ
ら
れ
、
三
の
丸
稲
荷
社
と
並
ぶ
位
置
が
選
ば
れ
て
普

⒇

請
が
行
わ
れ
、
こ
の
日
に
勧
請
の
儀
式
が
執
行
さ
れ
た
。
合
わ
せ
て
、
こ
の
日
に
は
神
事

と
し
て
「
遠
的
」（
弓
射
競
技
）
が
三
の
丸
で
行
わ
れ
、
以
後
は
定
例
で
毎
月
六
度
執
行

す
る
こ
と
が
決
定
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
八
幡
社
勧
請
と
と
も
に
始
ま
っ
た
「
遠
的
」
は
、

三
の
丸
の
主
要
な
行
事
に
な
っ
て
い
く
。

「
会
津
鑑
」
巻
十
に
は
、
安
永
五
（
一
七
七
六
）
年
に
「
遠
的
場
」
が
完
成
す
る
と
あ

る
（「
安
永
五
丙
申
年
二
月
、
三
ノ
丸
ニ
遠
的
場
成
ル
」）。
お
そ
ら
く
常
設
の
的
場
が
、

こ
の
時
に
完
成
し
た
の
で
あ
ろ
う
。〈
史
料
１
〉
に
も
「
大
的
場　

二
之
丸
ノ
隍
際
ニ
ア

リ
、
家
士
及
弓
組
ノ
足
軽
、
大
的
ノ
技
を
肄な

ら

フ
所
ナ
リ
」
と
書
か
れ
て
い
る
。
正
確
な
位

置
は
わ
か
ら
な
い
が
、
二
の
丸
の
堀
際
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、
こ
の
記
事
か

ら
は
八
幡
社
の
神
事
と
し
て
ば
か
り
で
な
く
、
藩
士
や
弓
組
の
足
軽
が
、
武
芸
と
し
て
練

習
す
る
場
所
に
な
っ
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。

三
の
丸
が
武
芸
の
練
習
の
場
に
な
っ
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
と
し
て
、「
弘
化
二
巳

年　

御
城
下
道
中
日
記
帳
」
の
記
事
が
あ
る
。
弘
化
二
（
一
八
四
五
）
年
五
月
、
会
津
藩

預
か
り
地
だ
っ
た
越
後
国
小
千
谷
の
役
人
が
若
松
城
下
を
訪
れ
た
時
の
日
記
で
、
そ
の
五

月
二
日
条
に
「
二
の
丸
ハ
御
米
蔵
長
さ
数
十
間
、
御
書
物
土
蔵
ハ
長
さ
七
間
余
之
分
二

つ
、
夫
よ
り
猶
又
門
を
通
り
、
三
の
丸
へ
出
、
此
所
ハ
大
守
様
之
御
前
ニ
て
弓
并
鉄
砲
之

稽
古
場
并
馬
場
を
通
り
、
門
を
通
り
て
城
外
へ
出
る
」
と
あ
る
。
三
の
丸
へ
向
か
う
と
弓

や
鉄
砲
の
練
習
場
や
馬
場
が
あ
り
、
そ
れ
は
藩
主
の
前
で
武
芸
を
披
露
す
る
場
で
も
あ
っ

た
と
い
う
の
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
十
八
世
紀
後
半
以
後
の
三
の
丸
の
使
わ
れ
方
は
、
武
芸
の
技
術
を
磨
き
、

藩
主
に
披
露
す
る
場
所
と
な
っ
て
い
た
。
そ
の
よ
う
す
は
、
図
５
の
よ
う
に
幕
末
の
若
松

城
下
絵
図
屏
風
に
軍
事
訓
練
の
場
面
と
し
て
描
か
れ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。

お
わ
り
に

蒲
生
氏
郷
の
時
代
の
改
修
を
契
機
に
、
本
丸
・
二
の
丸
の
東
に
設
定
さ
れ
た
三
の
丸
は
、

稲
荷
郭
等
の
小
郭
を
吸
収
し
な
が
ら
正
保
絵
図
に
見
ら
れ
る
よ
う
な
形
状
に
整
え
ら
れ
た
。

そ
の
後
の
三
の
丸
の
使
わ
れ
方
は
時
代
に
よ
っ
て
大
き
く
変
化
し
て
い
っ
た
。
当
初
は
家

臣
屋
敷
や
藩
の
施
設
等
が
建
ち
並
ん
で
い
た
が
、
保
科
正
之
の
時
代
に
は
藩
主
の
家
族
が

居
住
す
る
屋
敷
が
展
開
し
た
。
正
経
の
時
代
に
は
、
本
丸
に
代
わ
っ
て
正
式
に
藩
主
の
御

座
所
の
役
割
を
果
た
し
、
能
舞
台
も
建
て
ら
れ
芸
能
や
文
化
が
花
開
く
空
間
に
な
っ
て
い

た
。
十
八
世
紀
後
半
以
後
は
、
寺
社
の
神
事
か
ら
武
芸
の
練
習
や
藩
主
へ
披
露
す
る
場
へ

と
変
化
し
て
幕
末
に
至
っ
た
。
正
経
の
時
代
を
除
い
て
、
藩
主
の
御
座
所
と
し
て
の
機
能

を
果
た
し
続
け
た
本
丸
に
比
べ
て
、
三
の
丸
は
時
代
に
よ
っ
て
、
そ
の
使
わ
れ
方
や
役
割

�

�
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高橋　充

が
変
化
し
た
と
こ
ろ
に
大
き
な
特
徴
が
あ
っ
た
と
、
ひ
と
ま
ず
結
論
で
き
る
。

　

保
科
松
平
氏
の
時
代
に
三
の
丸
の
使
わ
れ
方
が
変
化
す
る
こ
と
に
つ
い
て
は
、
そ
の
家

の
事
情
が
大
き
く
関
わ
っ
て
い
た
と
考
え
ら
れ
る
。
将
軍
の
補
佐
・
後
見
と
い
う
特
別
な

役
目
を
担
っ
て
江
戸
を
離
れ
る
こ
と
が
少
な
か
っ
た
正
之
が
、
そ
の
後
継
者
を
含
む
家
族

の
一
部
を
国
元
に
住
ま
わ
せ
る
事
情
が
生
じ
、
そ
の
際
に
は
本
丸
と
は
異
な
る
空
間
と
し

て
三
の
丸
の
利
用
が
選
択
さ
れ
た
と
み
る
こ
と
が
で
き
る
。
正
之
と
正
経
あ
る
い
は
正
容

と
の
関
係
、
江
戸
の
正
室
・
聖
光
院
と
国
元
の
側
室
・
栄
寿
院
な
ど
複
雑
な
人
間
関
係
も
、

そ
の
背
景
に
は
あ
っ
た
か
も
し
れ
な
い
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
お
も
に
大
名
家
の
事
情
に
よ

っ
て
、
三
の
丸
が
変
化
し
な
が
ら
利
用
さ
れ
る
状
況
に
つ
い
て
、
そ
の
家
史
で
あ
る
「
家

世
実
紀
」
は
比
較
的
詳
し
く
書
い
て
い
た
と
い
え
る
。

　

一
方
で
幕
藩
体
制
下
の
城
郭
は
、「
公
儀
の
城
」
と
し
て
幕
府
の
所
管
す
る
も
の
で
も
あ

り
、
大
名
家
の
事
情
だ
け
で
運
用
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
性
格
の
も
の
で
あ
っ
た
。
そ
の

こ
と
に
関
係
す
る
と
思
わ
れ
る
「
家
世
実
紀
」
延
宝
四
年
十
二
月
十
一
日
条
の
記
事
に
は
、

正
経
の
治
世
が
始
ま
っ
て
三
の
丸
屋
敷
が
ス
タ
ー
ト
し
た
頃
、
会
津
に
お
い
て
「
不
埒
之

次
第
」
が
あ
る
と
い
う
風
説
が
江
戸
に
流
れ
た
と
い
う
内
容
が
書
か
れ
て
い
る
。
詳
し
く

い
え
ば
、
第
一
に
「
三
の
丸
土
手
普
請
・
同
所
屋
敷
作
事
」
に
関
す
る
こ
と
で
、「
附
土

手
」、
新
土
手
を
築
き
、
屋
敷
の
作
事
の
規
模
は
「
土
津
様
御
代
最
上
以
来
」
な
い
程
の

「
大
キ
成
作
事
」
で
あ
っ
た
こ
と
、
第
二
に
は
、
会
津
出
発
前
に
所
持
の
馬
が
死
ん
だ
勤

番
の
組
付
の
者
に
御
馬
が
支
給
さ
れ
た
こ
と
、
第
三
に
、
藩
主
が
留
守
中
の
三
の
丸
の
中

屋
敷
で
諸
役
人
た
ち
大
勢
が
毎
日
料
理
を
給
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
あ
っ
た
。
江
戸
詰
め
の

家
老
で
あ
る
井
深
・
一
柳
の
認
識
で
は
、
と
く
に
「
御
城
土
手
普
請
抔
者
、
尋
常
之
儀
と

違
、
対
公
儀
御
家
之
御
為
別
而
大
切
之
義
」
で
あ
る
と
い
う
べ
き
も
の
で
、
内
々
に
注
意

し
た
が
、
情
報
が
流
布
し
た
ら
一
大
事
に
な
る
の
で
隠
密
に
す
る
こ
と
を
指
示
し
て
い

る
。
江
戸
の
風
説
は
、
藩
主
や
幕
閣
の
耳
に
は
入
っ
て
お
ら
ず
、
藩
主
が
耳
に
す
れ
ば

「
御
立
腹
」
と
な
る
の
で
、
そ
の
前
に
国
元
の
風
儀
を
正
す
よ
う
に
と
い
う
の
が
趣
旨
で

あ
っ
た
。「
家
世
実
紀
」
の
記
事
を
た
ど
る
と
、
前
述
し
た
よ
う
に
同
年
六
月
二
十
六
日

に
三
の
丸
堀
・
東
の
通
路
、
附
土
手
の
普
請
な
ど
が
済
ん
で
お
り
、
こ
れ
は
寛
文
十
年
に

幕
府
へ
届
け
出
て
指
示
を
受
け
て
い
た
が
、
し
ば
ら
く
延
期
し
て
い
て
、
こ
の
た
び
完
成

し
た
も
の
で
、
堀
幅
の
分
を
道
路
側
に
拡
張
し
た
と
書
か
れ
て
い
る
（
同
年
六
月
二
十
六

日
条
）。

　

藩
主
の
御
座
所
を
本
丸
か
ら
三
の
丸
へ
変
え
る
こ
と
は
、
保
科
家
が
決
め
て
よ
い
こ
と

で
あ
る
が
、
城
郭
の
一
部
で
あ
る
三
の
丸
の
堀
や
土
塁
の
改
修
に
つ
い
て
は
、
武
家
諸
法

度
に
従
っ
て
幕
府
へ
の
届
出
・
許
可
が
必
要
で
あ
っ
た
。
屋
敷
の
整
備
に
伴
う
三
の
丸
の

拡
張
が
、
国
元
で
の
規
律
の
緩
み
や
勝
手
な
振
る
舞
い
と
結
び
つ
い
て
み
ら
れ
て
い
た
点

に
も
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
三
の
丸
屋
敷
が
正
経
一
代
限
り
で
、
正
容
の
時
代
に

本
丸
に
戻
っ
た
理
由
は
不
明
だ
が
、
幕
府
あ
る
い
は
江
戸
屋
敷
と
の
関
係
が
、
ひ
と
つ
の

要
因
で
あ
っ
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
正
経
が
三
の
丸
へ
屋
敷
を
移
し
た
理
由
を

火
の
用
心
と
し
て
、
詳
し
く
は
書
い
て
い
な
い
こ
と
等
も
合
わ
せ
て
、
公
儀
を
憚
り
藩
主

家
の
名
誉
を
重
ん
じ
る
「
家
世
実
紀
」
の
史
料
と
し
て
の
限
界
も
考
え
て
お
か
ね
ば
な
ら

な
い
。

　

一
方
で
軍
事
的
な
観
点
か
ら
い
え
ば
、
城
郭
中
心
部
の
外
縁
に
位
置
す
る
三
の
丸
は
、

本
丸
を
守
っ
て
外
敵
と
の
交
戦
の
最
前
線
と
な
る
場
の
ひ
と
つ
で
あ
り
、
一
時
的
に
味
方

が
避
難
す
る
場
と
も
な
っ
た
。
若
松
城
を
め
ぐ
っ
て
実
際
に
戦
闘
が
行
わ
れ
る
こ
と
は
戊

辰
戦
争
ま
で
見
ら
れ
な
い
が
、
た
と
え
ば
寛
延
二
（
一
七
四
九
）
年
十
二
月
、
い
わ
ゆ
る

寛
延
の
百
姓
一
揆
の
際
に
興
味
深
い
エ
ピ
ソ
ー
ド
が
伝
え
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
時
、
百
姓

た
ち
が
城
下
へ
の
入
口
で
あ
る
七
日
町
の
木
戸
を
破
っ
て
侵
攻
し
て
く
る
の
だ
が
、
そ
の

際
に
郭
外
に
住
む
侍
や
奉
公
人
の
妻
子
は
土
手
の
内
（
郭
内
）
に
避
難
す
る
よ
う
指
示
が

出
さ
れ
た
。
し
か
し
、
こ
れ
を
誤
っ
て
御
家
中
の
妻
子
は
三
の
丸
へ
入
る
よ
う
に
と
受
け

取
っ
た
者
が
あ
り
、
三
の
丸
へ
婦
人
や
子
供
た
ち
が
入
り
込
む
こ
と
が
あ
っ
た
と
記
録
さ

れ
て
い
る
（「
家
世
実
紀
」
寛
延
二
年
十
二
月
二
十
五
日
条
）。
外
敵
が
侵
入
し
て
き
た
緊

急
事
態
に
は
、
藩
士
の
家
族
た
ち
は
城
内
の
三
の
丸
に
避
難
す
る
と
い
う
意
識
が
あ
っ
た

こ
と
が
う
か
が
え
る
。
実
際
に
戊
辰
戦
争
の
際
に
は
、
三
の
丸
付
近
は
交
戦
場
所
と
も
な

る
が
、
藩
士
の
家
族
の
た
め
の
一
時
的
な
城
内
の
避
難
場
所
と
も
な
っ
た
。
蒲
生
時
代
に

生
ま
れ
た
本
丸
―
二
の
丸
―
三
の
丸
と
い
う
構
造
の
軍
事
的
な
機
能
は
、
近
世
を
通
じ
て

失
わ
れ
な
か
っ
た
こ
と
に
注
意
し
て
お
き
た
い
。

　

福
田
千
鶴
氏
は
、
近
世
に
お
け
る
幕
府
の
城
郭
政
策
の
変
遷
を
丹
念
に
跡
づ
け
、
大
名

の
居
城
に
つ
い
て
は
、
武
家
諸
法
度
に
よ
る
規
制
と
と
も
に
、
改
易
等
に
伴
う
二
の
丸
以

下
の
破
却
と
い
う
「
作
法
」
に
よ
っ
て
、
多
く
の
城
郭
が
籠
城
・
抗
戦
で
き
な
い
状
態
と

さ
れ
て
い
っ
た
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。
そ
の
よ
う
な
視
点
か
ら
見
た
時
、
若
松
城

は
蒲
生
時
代
か
ら
破
却
等
を
命
じ
ら
れ
る
こ
と
な
く
改
修
を
重
ね
な
が
ら
、
基
本
的
な
城

郭
と
し
て
の
軍
事
的
機
能
を
維
持
し
続
け
て
き
た
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。
蒲
生
家
が
断

絶
し
、
加
藤
家
が
領
地
を
返
上
し
た
際
に
も
、
二
の
丸
以
下
の
破
却
等
が
強
行
さ
れ
る
こ

と
は
な
か
っ
た
。
そ
の
理
由
と
し
て
は
、
蒲
生
時
代
か
ら
保
科
（
松
平
）
時
代
を
通
し
て
、

幕
府
に
と
っ
て
「
奥
羽
の
押
え
」
と
い
う
役
目
を
担
っ
た
大
名
が
会
津
に
は
配
置
さ
れ
、

そ
の
居
城
と
し
て
の
意
義
を
失
わ
な
か
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
寛
永
二
十
（
一
六
四

三
）
年
に
保
科
正
之
の
所
替
と
加
増
が
決
ま
っ
た
際
の
記
事
に
は
、「
昔
ゟ
奥
州
之
抑
之
場

所
成
を
以
」
と
い
う
文
言
が
見
ら
れ
る
（
寛
永
二
十
年
七
月
四
日
条
）。
こ
の
よ
う
に
幕

府
か
ら
位
置
づ
け
ら
れ
た
会
津
の
若
松
城
は
、
三
の
丸
を
含
め
た
籠
城
の
た
め
の
機
能
を

�

�

�
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三の丸の変遷からみた若松城

維
持
し
続
け
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
こ
と
が
戊
辰
戦
争
の
際
に
籠
城
戦
へ
の
道
を
選
択
さ

せ
、
多
く
の
悲
劇
が
生
ま
れ
た
と
考
え
る
こ
と
も
で
き
る
で
あ
ろ
う
。

注⑴　
『
若
松
市
史
』『
会
津
若
松
史
』『
会
津
若
松
市
史
』。
他
に
『
歴
史
群
像
名
城
シ
リ
ー

ズ
⑮　

会
津
若
松
城
』
学
習
研
究
社　

一
九
九
七
年
等
が
あ
る
。

⑵　

一
例
と
し
て
織
豊
城
郭
の
築
城
術
の
受
容
と
い
う
視
点
か
ら
、
齋
藤
慎
一
「
安
土
・

桃
山
時
代
の
城
館
」『
日
本
城
郭
史
』
吉
川
弘
文
館　

二
〇
一
六
年
、
齋
藤
慎
一

「
広
い
面
積
の
城
館
―
東
北
と
関
東
以
西
―
」
竹
井
英
文
・
齋
藤
慎
一
・
中
井
均
編

『
東
北
中
世
の
城
』
高
志
書
院　

二
〇
二
四
年

⑶　

①
会
津
若
松
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
９
号
『
若
松
城
三
の
丸
跡
発
掘
予
備
調
査
報

告
』
会
津
若
松
市
教
育
委
員
会　

一
九
八
三
年
、
②
会
津
若
松
市
文
化
財
調
査
報
告

書
第
11
号
『
若
松
城
三
の
丸
跡
発
掘
調
査
報
告
書
』
会
津
若
松
市
教
育
委
員
会　

一

九
八
六
年
、
③
柳
内
壽
彦
「
若
松
城
三
の
丸
跡
出
土
の
明
代
華
南
彩
釉
陶
・
三
彩
稜

花
刻
花
文
盤
」『
み
し
ら
ず
』
24
号　

福
島
県
立
会
津
女
子
高
校
郷
土
研
究
部　

一

九
八
八
年
（
柳
内
壽
彦
氏
の
御
教
示
に
よ
る
）　

⑷　

三
の
丸
関
連
で
は
、
会
津
若
松
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
81
号
『
史
跡
若
松
城
跡
Ⅴ
』

会
津
若
松
市
教
育
委
員
会　

二
〇
〇
三
年
、
会
津
若
松
市
文
化
財
調
査
報
告
書
第
１

１
０
号
『
若
松
城
郭
内
武
家
屋
敷
跡　

三
ノ
丸
濠
跡
』
会
津
若
松
市
教
育
委
員
会　

二
〇
〇
七
年
な
ど

⑸　

近
藤
真
佐
夫
「
若
松
城
本
丸
御
殿
の
変
遷
と
絵
図
―
加
藤
長
四
郎
版
「
会
津
鶴
ヶ
城

本
丸
之
図
」
の
時
期
（
試
案
）
―
」『
会
津
若
松
市
史
研
究
』
11　

二
〇
一
〇
年

⑹　
「
新
編
会
津
風
土
記
」『
新
編
会
津
風
土
記
』
第
一
巻　

歴
史
春
秋
社　

一
九
九
九
年

⑺　

黒
川
城
に
つ
い
て
は
、
近
藤
真
佐
夫
「
黒
川
城
」
飯
村
均
・
室
野
秀
文
編
『
東
北
の

名
城
を
歩
く　

南
東
北
編
』
吉
川
弘
文
館　

二
〇
一
七
年

⑻　

注
⑶
報
告
書
②

⑼　
「
伊
達
天
正
日
記
」
小
林
清
治
校
注
『
伊
達
史
料
集
（
下
）』
人
物
往
来
社　

一
九
六

七
年

⑽　
「
東
叡
開
山
慈
眼
大
師
伝
記
」「
武
州
東
叡
開
山
慈
眼
大
師
伝
」（
寛
永
寺
編
『
慈
眼

大
師
全
集
』
上
巻
）、「
大
猷
院
殿
御
実
紀
」
巻
五
五　

寛
永
二
十
年
十
月
朔
日
条

（『
国
史
大
系　

徳
川
実
紀
』）。
な
お
「
会
津
鑑
」
で
は
、
城
内
の
本
丸
に
至
徳
元
年

に
勧
請
さ
れ
た
と
伝
え
る
稲
荷
社
と
は
別
に
、
三
の
丸
に
「
稲
荷
神
社
」
と
「
八
幡

神
社
」
が
あ
る
と
記
す
。

⑾　
「
会
津
旧
事
雑
考
」『
会
津
資
料
叢
書
』
下
巻　

歴
史
図
書
社　

一
九
七
三
年

⑿　
（
天
正
二
年
）
五
月
十
日
付
け
蘆
名
盛
興
書
状
（
遠
藤
家
文
書
30
）
白
石
市
文
化
財

調
査
報
告
書
第
四
〇
集
『
伊
達
氏
重
臣
遠
藤
家
文
書
・
中
島
家
文
書
～
戦
国
編
～
』

白
石
市
歴
史
文
化
を
活
用
し
た
地
域
活
性
化
実
行
委
員
会　

二
〇
一
一
年

⒀　

天
正
四
年
正
月
二
十
五
日
付
け
芦
名
盛
氏
・
同
盛
隆
連
署
事
書
「
会
津
旧
事
雑
考
」

所
収
文
書
『
福
島
県
史
』
７　

1
2
7
‐
18

⒁　
「
諸
境
警
固
賦
之
日
記
」
菅
野
正
道
「
小
田
原
参
陣
時
に
お
け
る
伊
達
領
の
警
固
体

制
―
「
諸
境
警
固
賦
之
日
記
」
の
検
討
を
通
じ
て
―
」『
仙
台
市
博
物
館
調
査
研
究

報
告
』
三
〇　

二
〇
一
〇
年

⒂　
「
覚
上
公
御
書
集
」『
覚
上
公
御
書
集
』
下　

臨
川
書
店　

一
九
九
九
年

⒃　
「
陸
奥
之
内
会
津
城
絵
図
」
福
島
県
立
博
物
館
蔵

⒄　

加
藤
長
四
郎
版
「
保
科
氏
」
絵
図　

福
島
県
立
博
物
館
蔵

⒅　
「
家
世
実
紀
」
豊
田
武
編
『
会
津
藩
家
世
実
紀
』
一
～
十
五　

吉
川
弘
文
館　

一
九

七
五
～
八
九
年

⒆　
「
名
倉
信
充
日
記
」
日
記
原
本
は
名
倉
家
蔵
、
喜
多
方
市
立
図
書
館
に
写
本
。
一
九

九
一
年
に
御
子
孫
の
方
が
刊
行
。
慶
安
五
年
か
ら
寛
文
十
三
年
ま
で
が
現
存
し
て
い

る
。

⒇　
「
会
津
鑑
」『
会
津
鑑
』
一
～
五　

吉
川
弘
文
館　

一
九
八
一
～
二
年

�　

近
藤
真
佐
夫
「
弘
化
二
巳
年　

御
城
下
登
道
中
日
記
帳
に
つ
い
て
」『
会
津
若
松
市

史
研
究
』
九　

二
〇
〇
七
年

�　
「
若
松
城
下
絵
図
屏
風
」
個
人
蔵
・
福
島
県
立
博
物
館
寄
託

�　

戊
辰
戦
争
時
の
三
の
丸
へ
の
一
時
的
な
籠
城
に
つ
い
て
は
、
た
と
え
ば
郡
寛
四
郎

（
談
）「
三
の
丸
の
籠
城
に
就
き
て
」『
会
津
史
談
会
誌
』
六
〇　

一
九
三
七
年

�　

福
田
千
鶴
『
城
割
の
作
法　

一
国
一
城
へ
の
道
程
』
吉
川
弘
文
館　

二
〇
二
〇
年

�　

渡
辺
信
夫
は
「
奥
羽
の
鎮
め
」
と
表
現
し
て
い
る
。「
会
津
藩
の
自
己
認
識
」『
東
北

近
世
史
』
二
十
・
二
十
一
合
併
号　

一
九
九
六
年

〈
付
記
〉

本
稿
は
、
令
和
五
年
度
福
島
県
立
博
物
館
講
座
「
三
の
丸
か
ら
講
座
」
及
び
歴
史
講
座

「
か
じ
っ
た
さ
ん
の
古
文
書
講
座
」
等
の
内
容
を
再
構
成
し
て
執
筆
し
た
も
の
で
あ
る
。

各
講
座
で
質
問
・
意
見
を
い
た
だ
い
た
参
加
者
の
皆
さ
ま
に
感
謝
を
申
し
上
げ
ま
す
。
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表 1 　「家世実紀」の記事にみる三の丸

和暦 西暦  月日 内容 巻数 刊本頁

寛永20 1643 ８月２日　若松城・城付兵器など保科家が請け取り 4 1‐132

正保２ 1645 ３月15日　�米代一之丁井深監物宅より出火　三の丸の南の竹蔵や藩士の屋敷に飛
火して類焼

5 1‐172

承応２ 1653 12月10日　三之丸公事場が狭いため「御勘定場南」に新館 13 1‐473

承応３ 1654 ３月18日　三之丸御屋敷普請の材木を御蔵入領下郷より運送
５月８日　三之丸御屋敷の東は堀水なく不用心なので土手に柵

14
14

1‐488
1‐490

明暦元 1655 ５月23日　若殿（保科正頼）下向の御座所を三之丸とする
　　　　　「御広間」「御座敷」それぞれに交替で藩士が勤番
６月13日　正頼到着（初入国）

15

15

1‐521

1‐524

万治３ 1660 ８月20日　大風　御城天守・櫓、三之丸屋敷に大破なし 20 1‐668

寛文２ 1662 ５月９日　若殿（保科正経）下向時の三之丸出仕について定
５月27日　正経到着（初入国）
　　　　　「（本一之丁）六日町通西角」を通り三之丸へ
６月８日　三之丸の「小書院」「大書院」で使者と対面・饗応
６月18・26・27日　三之丸屋敷で使者と対面・饗応
10月９日　正経参府出発　「一之丁六日町通り角」を通る

22
22

22
22
22

2‐56
2‐58

2‐64
2‐66・7
2‐76

寛文３ 1663 ４月22日　三ノ丸内の会所及び役人屋敷を本一之丁へ移す
10月　　　正保年末から置かれた会所を本一之丁割場へ移転

23
24

2‐104
2‐120

寛文４ 1664 ⑤月27日　三之丸屋敷長屋で台所下男が台所役人を刃傷 25 2‐177

寛文５ 1665 ２月15日　正経下向により三之丸勤番、出仕次第
３月４日　正経到着　（10月18日参府出発）
５月22日　三之丸屋敷で使者と対面・饗応
10月９日　三之丸で北原采女が若殿へ御茶進上　料理振舞
10月12日　三之丸で今村伝十郎が若殿へ御茶進上　料理振舞

26
26
26
26
26

199・200
2‐201
2‐212
2‐223
2‐224

寛文６ 1666 ６月15日　�三之丸内の佐川勘兵衛屋敷の南にあった米蔵は、城内の人馬往還が不
適当なため、新設された十八蔵に移転

27 2‐258

寛文７ 1667 ２月10日　三之丸への他国者出入りを禁止
３月16日・21日　正経在国中の作法定　到着
３月24日　三之丸内に屋敷のある内藤源助死去　本一之丁へ
４月10日　廻国使若松着、三之丸屋敷を案内し、対面・饗応
９月25日　凶事祈祷の御札を三之丸屋敷成瀬主計へ

29
29
29
29
30

2‐292
302・303
2‐305
2‐310
2‐345

寛文８ 1668 ６月朔日　市正様（保科正純）下向、三ノ丸内藤源助元屋敷へ
　　　　　若殿様（正経）と対面、料理「御双方様御満悦」

31 2‐381

寛文９ 1669 正月29日　�江戸より下った女中おふきの方（後の栄寿院）、三之丸内の金田百助
屋敷で出産　十四郎（後の藩主正容）

４月27日　正之隠居　正経家督相続
８月16日　正経（初入部）本丸を御座所、三之丸普請は中止
　　　　　大手御門→御天守下→御玄関より入城

32

33
33

2‐405

2‐410
2‐428

寛文10 1670 ３月18日　堀が埋まっている箇所の中に「三之丸東南弐カ所」
４月４日　中将様（正之　隠居）帰国準備　三ノ丸を御座所に
４月13日　十四郎を三之丸屋敷へ
４月18日　正之到着　19日十四郎と初対面

35
35
35
35

2‐470
2‐474
2‐476
2‐477

和暦 西暦  月日 内容 巻数 刊本頁

寛文10 1670 ７月19日　御横目小川平兵衛を十四郎附きに
８月23日　市正様（正純）会津へ到着　三之丸へ
10月６日　正之参府出発
10月７日　十四郎の新宅を三之丸内に建設

35
35
35
35

2‐489
2‐505
2‐505
2‐506

寛文11 1671 12月22日　十四郎三之丸内の新居へ 38 2‐582

寛文12 1672 ５月10日　隠居正之会津下向　三之丸御屋敷へ
⑥月10日　三之丸御屋敷で使者に対して料理振舞
８月５日　正経参勤につき、正之が三之丸屋敷で饗応
９月13日　正之参府出発
12月晦日　正之遺骸会津到着　三之丸内の仮屋の準備
　　　　　仮屋の場所候補として「庭」「御茶屋之辺」
　　　　　「泉水」を止める

39
39
40
40
40

2‐609
2‐618
2‐625
2‐629
2‐656

延宝元 1673 正月朔日　重四郎（十四郎）焼香、三之丸内の御仮屋へ
正月５日　三之丸内で女中おふきの方出産、お三（算　正之女子）
２月朔日　三之丸御仮屋の火の用心
３月14日　遺骸三之丸仮屋から猪苗代仮屋へ

41
41
41
41

3‐6
3‐7
3‐16
3‐31

延宝３ 1675 ５月晦日　正経、三の丸御屋敷へ移住　
　　　　　�日頃から本丸では「火之元気

きづかい

遣」あるため20日から屋敷造作・掃除　
移住後に御祝儀

７月16日　三の丸外腰掛の番人等へ注意
８月朔日　諸番所定
９月25日　正経、井深茂右衛門宅へ御成　三の丸へ御迎え　饗応
９月29日　正経、友松勘十郎宅へ御成　三の丸へ御迎え　饗応
10月21日　御役者松田松八郎らに命じて三の丸で御能

45

46
46
47
47
47

3‐177

3‐192
3‐198
3‐222
3‐223
3‐224

延宝４ 1676 ２月19日　三の丸御屋敷が御座所となったため火消定
４月６日　正経の江戸参勤、一時延期して４月10日会津発
４月15日　三の丸御屋敷の建物・蔵などを普請
６月26日　三の丸の東通の堀が埋まってきたため普請　
　　　　　�寛文10年に幕府へ申請済み。土手の薄い所へ「附土手」をつくったた

め堀幅が狭くなったので通路を切り足し、道路の狭くなった所を侍屋
敷の内を少々詰めて普請。

７月20日　おすは誕生
　　　　　三の丸奉公の女中おせんが前年10月に懐妊
12月11日　三の丸土手普請・屋敷作事につき江戸で風説
　　　　　会津に不埒の次第ありとの風説

48
48
48
48

48

49

3‐242
3‐250
3‐252
3‐256

3‐259

3‐285

延宝５ 1677 ５月２日　正経、会津へ到着　三の丸御屋敷へ
６月19日　おすは死去　誕生も死去も隠密に
７月８日　江戸下りの能役者に対して町の若者たちの不作法を注意
８月６日　三の丸の舞台完成につき御能興行を命じる
⑫月５日　重四郎（後の正容）、三の丸住居へ入る

50
50
50
50
50

3‐305
3‐310
3‐311
3‐314
3‐329

延宝６ 1678 ２月朔日　火事の際の本丸・三の丸・会所等の火消役付定
４月９日　正経、参勤のため会津出発　三の丸御屋敷より
５月７日　重四郎、命により会津を出発して江戸へ

51
51
51

3‐334
3‐349
3‐362

延宝７ 1679 ４月28日　正経・重四郎会津着　三の丸屋敷へ
　　　　　表御門より塀重御門へ　御庭より御居間へお入り

53 3‐392
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和暦 西暦  月日 内容 巻数 刊本頁

寛文10 1670 ７月19日　御横目小川平兵衛を十四郎附きに
８月23日　市正様（正純）会津へ到着　三之丸へ
10月６日　正之参府出発
10月７日　十四郎の新宅を三之丸内に建設

35
35
35
35

2‐489
2‐505
2‐505
2‐506

寛文11 1671 12月22日　十四郎三之丸内の新居へ 38 2‐582

寛文12 1672 ５月10日　隠居正之会津下向　三之丸御屋敷へ
⑥月10日　三之丸御屋敷で使者に対して料理振舞
８月５日　正経参勤につき、正之が三之丸屋敷で饗応
９月13日　正之参府出発
12月晦日　正之遺骸会津到着　三之丸内の仮屋の準備
　　　　　仮屋の場所候補として「庭」「御茶屋之辺」
　　　　　「泉水」を止める

39
39
40
40
40

2‐609
2‐618
2‐625
2‐629
2‐656

延宝元 1673 正月朔日　重四郎（十四郎）焼香、三之丸内の御仮屋へ
正月５日　三之丸内で女中おふきの方出産、お三（算　正之女子）
２月朔日　三之丸御仮屋の火の用心
３月14日　遺骸三之丸仮屋から猪苗代仮屋へ

41
41
41
41

3‐6
3‐7
3‐16
3‐31

延宝３ 1675 ５月晦日　正経、三の丸御屋敷へ移住　
　　　　　�日頃から本丸では「火之元気

きづかい

遣」あるため20日から屋敷造作・掃除　
移住後に御祝儀

７月16日　三の丸外腰掛の番人等へ注意
８月朔日　諸番所定
９月25日　正経、井深茂右衛門宅へ御成　三の丸へ御迎え　饗応
９月29日　正経、友松勘十郎宅へ御成　三の丸へ御迎え　饗応
10月21日　御役者松田松八郎らに命じて三の丸で御能

45

46
46
47
47
47

3‐177

3‐192
3‐198
3‐222
3‐223
3‐224

延宝４ 1676 ２月19日　三の丸御屋敷が御座所となったため火消定
４月６日　正経の江戸参勤、一時延期して４月10日会津発
４月15日　三の丸御屋敷の建物・蔵などを普請
６月26日　三の丸の東通の堀が埋まってきたため普請　
　　　　　�寛文10年に幕府へ申請済み。土手の薄い所へ「附土手」をつくったた

め堀幅が狭くなったので通路を切り足し、道路の狭くなった所を侍屋
敷の内を少々詰めて普請。

７月20日　おすは誕生
　　　　　三の丸奉公の女中おせんが前年10月に懐妊
12月11日　三の丸土手普請・屋敷作事につき江戸で風説
　　　　　会津に不埒の次第ありとの風説

48
48
48
48

48

49

3‐242
3‐250
3‐252
3‐256

3‐259

3‐285

延宝５ 1677 ５月２日　正経、会津へ到着　三の丸御屋敷へ
６月19日　おすは死去　誕生も死去も隠密に
７月８日　江戸下りの能役者に対して町の若者たちの不作法を注意
８月６日　三の丸の舞台完成につき御能興行を命じる
⑫月５日　重四郎（後の正容）、三の丸住居へ入る

50
50
50
50
50

3‐305
3‐310
3‐311
3‐314
3‐329

延宝６ 1678 ２月朔日　火事の際の本丸・三の丸・会所等の火消役付定
４月９日　正経、参勤のため会津出発　三の丸御屋敷より
５月７日　重四郎、命により会津を出発して江戸へ

51
51
51

3‐334
3‐349
3‐362

延宝７ 1679 ４月28日　正経・重四郎会津着　三の丸屋敷へ
　　　　　表御門より塀重御門へ　御庭より御居間へお入り

53 3‐392
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和暦 西暦  月日 内容 巻数 刊本頁

延宝７ 1679 ７月27日　上杉家使者三の丸で対面・饗応
10月28日　保科十郎右衛門御茶献上、大書院で御能見物
12月29日　三の丸御用部屋の者の独礼の順序につき

53
54
54

3‐406
3‐425
3‐438

延宝８ 1680 ３月26日　重四郎、参府のため会津発　三の丸御屋敷より
　　　　　本一之丁北頬六日町通より甲賀町通の間に、東を頭に見送り
４月10日　正経、参勤のため会津発
８月11日　正経、病気につき重四郎を養子に
11月15日　重四郎養子につき生母の栄寿院に殿の文字を

55

55
56
56

3‐457

3‐469
3‐481
3‐499

天和元 1681 ２月19日　正経隠居、正容（重四郎）家督相続
10月３日　正経、江戸屋敷で死去
10月13日　正経御柩、三の丸御屋敷へ到着　御寝間に
10月24日　御家中面々、三の丸にて御柩拝礼
11月２日　院内山へ葬送　三の丸より出発

57
58
58

58

3‐518
3‐560
3‐565

3‐566

天和２ 1682 ７月６日　幕府派遣の国目付二人会津へ到着　三の丸でなく町宿に泊
７月11日　国目付巡見、若松城のうち三の丸も案内
11月29日　栄寿院、家老の合議にて、今後は様の文字を使用

60
60
61

3‐628
3‐636
4‐34

天和３ 1683 ４月13日　会所式日定め　御在邑中は三の丸で御用を承る 62 4‐58

貞享２ 1685 10月17日　栄寿院には、江戸からの書状もすべて様書きに 67 4‐253

貞享３ 1686 12月29日　�三の丸御屋敷守松木善右衛門、盗犯を見逃したため、役儀召し上げ蟄
居を命じられる

69 4‐336

貞享４ 1687 ７月３日　宜山様（正経）位牌を安置する三の丸御屋敷の持仏堂を建福寺へ造作
８月５日　栄寿院の父沖友也、会津着　三の丸中屋敷御長屋に

70
70

4‐357
4‐359

元禄元 1688 ７月朔日　�正容、御入部として会津着　本丸を御座所に　三の丸の修繕は無用、
本丸に到着した後に三の丸へ入り栄寿院に対面

７月25日　本丸で能興行　栄寿院見物の後に月見櫓へ

71

71

4‐400

4‐406

元禄８ 1695 11月13日　�正容が毎日三の丸へ入るので一日おきにするよう、栄寿院（正之側室、
正容生母）が命じる

78 4‐643

元禄９ 1696 ７月28日　栄寿院の下屋敷が完成 79 5‐35

元禄10 1697 ６月23日　�栄寿院より御部屋の者の役替・加増の願い出。「三ノ丸御願」は何と
もし難いもの

80 5‐71

元禄13 1700 ９月16日　�栄寿院、三の丸の屋敷の土手で大黒石を拾った場所に、長さ３尺５寸、
高さ８寸、横２尺７寸の石壇を築き、その上に祠を建立して正容の富
貴を祈念

84 5‐223

元禄14 1701 ５月晦日　正容、会津着城、しばらく三の丸の栄寿院へ
７月24日　大手先と三の丸出先の並松を取り晴らう

85
85

5‐255
5‐261

元禄15 1702 ９月５日　栄寿院の召し仕う女中の加増を願い出、御褒美金を下賜 86 5‐311

宝永３ 1706 ４月４日　参勤のため会津出発、栄寿院への暇乞いに三の丸へ
11月晦日　大筒（壱貫目筒）を三の丸土手の上から二の丸へ移す

91
91

5‐473
5‐491

宝永４ 1707 ５月７日　会津着城　三の丸へ入り栄寿院に対面 92 5‐513

宝永７ 1710 ４月29日　栄寿院付きの家老片山太郎右衛門と同つぼね長井へ御不審 95 5‐662

正徳元 1711 10月10日　栄寿院付き御徒目付は御用筋の損益を申し出るように 98 6‐82

和暦 西暦  月日 内容 巻数 刊本頁

正徳２ 1712 ８月17日　栄寿院が召し仕う者につき 99 6‐119

正徳３ 1713 ５月13日　会津着城　間もなく三の丸栄寿院の住居へ
12月25日　�毎年正月朔日辰年生れの男、城内の三の丸や会所等の屋上へ水をそそ

ぐ

100
100

6‐156
6‐187

正徳５ 1715 ５月４日　会津着城　間もなく三の丸栄寿院へ入る 102 6‐245

享保２ 1717 ５月２日　会津着城　三の丸へ入り栄寿院に対面 104 6‐314

享保５ 1720 正月８日　栄寿院死去　76歳　三の丸で正容拝礼　院内墓所へ
４月６日　栄寿院の三の丸屋敷に徳千代（保科正房）が移る

108
108

6‐439
6‐451

享保９ 1724 ８月16日　三の丸女中お市の方、男児出産（菊千代　後の容貞） 115 7‐24

享保11 1726 ９月27日　三の丸女中おいくの方、女児出産（お常） 117 7‐81

享保12 1727 ４月26日　会津着城　前日に菊千代、常姫は本丸へ移る 119 7‐151

享保16 1731 ９月10日　若松城本丸で正容死去　城内は二の丸・三の丸まで非常を禁
９月15日　正容遺骸を三の丸仮屋へ移す
10月27日　�三の丸へ居住するお常・隆七（容章）は、容貞の家督相続により江戸

へ移る

125
125
126

7‐351
7‐362
7‐373

享保17 1732 11月　　　国目付巡視 128 7‐465

寛保２ 1742 ６月６日　三の丸石垣普請完成　２月22日公儀へ伺　５月16日普請開始 144 8‐382

延享元 1744 正月９日　女中おきやの方、三の丸屋敷で男児出産（亀五郎　後の容頌） 147 8‐476

延享３ 1746 ５月17日　御前様（容貞室）江戸で死去　三ノ丸御目付金田小文治
10月22日　女中おきやの方、三の丸屋敷で男児出産（喜十郎）

155
155

9‐86
9‐100

延享４ 1747 ４月11日　三の丸女中おそよの方、三の丸屋敷で女児出産（お喜知）
10月２日　三の丸女中お喜之の方、女児出産（お員）　三の丸に居住

156
157

9‐116
9‐146

寛延元 1748 正月25日　亀五郎御袴着、お員御色直 158 9‐162

寛延２ 1749 12月25日　百姓一揆　三の丸に婦人・子供が入るという噂 160 9‐280

寛延３ 1750 正月25日　三の丸屋敷で喜十郎御袴着 161 9‐313

宝暦元 1751 ８月15日　御目付衆の城見分 165 9‐472

明和４ 1767 ９月15日　三の丸に八幡社を勧請 192 11‐118

安永２ 1773� ３月５日　�廻役・組頭同心について定　元日御城へ鷹入並御誕生日三の丸祝につ
いて

202 11‐465

表１の出典　豊田武編『会津藩家世実紀』吉川弘文館
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和暦 西暦  月日 内容 巻数 刊本頁

正徳２ 1712 ８月17日　栄寿院が召し仕う者につき 99 6‐119

正徳３ 1713 ５月13日　会津着城　間もなく三の丸栄寿院の住居へ
12月25日　�毎年正月朔日辰年生れの男、城内の三の丸や会所等の屋上へ水をそそ

ぐ

100
100

6‐156
6‐187

正徳５ 1715 ５月４日　会津着城　間もなく三の丸栄寿院へ入る 102 6‐245

享保２ 1717 ５月２日　会津着城　三の丸へ入り栄寿院に対面 104 6‐314

享保５ 1720 正月８日　栄寿院死去　76歳　三の丸で正容拝礼　院内墓所へ
４月６日　栄寿院の三の丸屋敷に徳千代（保科正房）が移る

108
108

6‐439
6‐451

享保９ 1724 ８月16日　三の丸女中お市の方、男児出産（菊千代　後の容貞） 115 7‐24

享保11 1726 ９月27日　三の丸女中おいくの方、女児出産（お常） 117 7‐81

享保12 1727 ４月26日　会津着城　前日に菊千代、常姫は本丸へ移る 119 7‐151

享保16 1731 ９月10日　若松城本丸で正容死去　城内は二の丸・三の丸まで非常を禁
９月15日　正容遺骸を三の丸仮屋へ移す
10月27日　�三の丸へ居住するお常・隆七（容章）は、容貞の家督相続により江戸

へ移る

125
125
126

7‐351
7‐362
7‐373

享保17 1732 11月　　　国目付巡視 128 7‐465

寛保２ 1742 ６月６日　三の丸石垣普請完成　２月22日公儀へ伺　５月16日普請開始 144 8‐382

延享元 1744 正月９日　女中おきやの方、三の丸屋敷で男児出産（亀五郎　後の容頌） 147 8‐476

延享３ 1746 ５月17日　御前様（容貞室）江戸で死去　三ノ丸御目付金田小文治
10月22日　女中おきやの方、三の丸屋敷で男児出産（喜十郎）

155
155

9‐86
9‐100

延享４ 1747 ４月11日　三の丸女中おそよの方、三の丸屋敷で女児出産（お喜知）
10月２日　三の丸女中お喜之の方、女児出産（お員）　三の丸に居住

156
157

9‐116
9‐146

寛延元 1748 正月25日　亀五郎御袴着、お員御色直 158 9‐162

寛延２ 1749 12月25日　百姓一揆　三の丸に婦人・子供が入るという噂 160 9‐280

寛延３ 1750 正月25日　三の丸屋敷で喜十郎御袴着 161 9‐313

宝暦元 1751 ８月15日　御目付衆の城見分 165 9‐472

明和４ 1767 ９月15日　三の丸に八幡社を勧請 192 11‐118

安永２ 1773� ３月５日　�廻役・組頭同心について定　元日御城へ鷹入並御誕生日三の丸祝につ
いて

202 11‐465

表１の出典　豊田武編『会津藩家世実紀』吉川弘文館
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高橋　充

表 2 　三の丸御屋敷の構成

①延宝4.2.19　火消定 ②延宝5.8.6　御能興行 ③延宝6.2.朔　火消役付
御座之間 御座之間

御寝之間 御寝間 御寝之間

御風呂屋 御納戸

小書院 小書院 小書院

大書院 大書院 大書院

御広間 御広間 御広間

御納戸

長囲炉裏 長囲炉裏 長囲炉裏　御座之間取次

御茶部屋 御茶部屋・書簡部屋・御祐筆部屋・
御用部屋

御茶部屋・御書簡部屋・御右筆部屋・食喰所・酒部屋・
御用部屋・内玄関

御台所 御台所 御台所

長局 長局

雑蔵

奥御座之間・御寝之間・御次・御風呂屋

奥台所 奥御台所

表長屋

御厩 御駕部屋・御家老中休所・女中駕部屋

釜屋

薪蔵 新土蔵・御庭御蔵

御茶屋 御茶屋 御茶屋

埋門 埋門

下馬腰掛 内腰懸・大腰懸 大番所腰掛

表御門・裏御門・中ノ口・路次門・
御玄関・楽屋・甲賀之者番所

楽屋・中御屋敷

表２の出典　豊田武編『会津藩家世実紀』吉川弘文館

表 3 　歴代藩主（保科松平家）と葬送

藩主就任期間 没年月日 遺骸の移送　諱号
1 正之 寛永20．７．４～寛文９．４．27　27年 寛文12（1672）・12・18 三の丸に仮屋→猪苗代　土津

2 正経 寛文９．４．27～天和元．２．19　12年 天和元（1681）・10・３ 三の丸に仮屋→院内　　鳳翔

3 正容 天和元．２．19～享保16．９．10　51年 享保16（1731）・９・10 三の丸に仮屋→院内　　徳翁

4 容貞 享保16．10．23～寛延３．９．27　20年 寛延３（1750）・９・27 三の丸に仮屋→院内　　土常

5 容頌 寛延３．11．12～文化２．７．29　56年 文化２（1805）・７・29 三の丸に仮屋→院内　　恭定

6 容住 文化２．８．19～文化２．12．27　１年 文化２（1805）・12・27 三の丸に仮屋→院内　　貞昭

7 容衆 文化３．２．14～文政５．１．29　18年 文政５（1822）・２・27 三の丸に仮屋→院内　　欽文

8 容敬 文政５．２．21～嘉永５．２．10　31年 嘉永５（1852）・２・10 三の丸に仮屋→院内　　忠恭

9 容保 嘉永５．２．25～慶応４．２．４　17年 明治26（1893）・12　　 　　　　　　　　　　　忠誠

表３の出典　「家世実紀」豊田武編『会津藩家世実紀』吉川弘文館
　　　　　　「欽文様御年譜」『会津藩第七代藩主松平容衆年譜』会津若松市史・史料編Ⅳ　2006年
　　　　　　「忠恭様御年譜」『会津藩第八代藩主松平容敬　忠恭様御年譜』会津若松市史・史料編Ⅲ　2001年
　　　　　　「会津藩」『藩史大辞典』第１巻　雄山閣　1988年

表 4 　保科（松平）家の家族と三の丸

父 子 母 誕生年月・誕生地

1 正之 幸松丸
正頼
媛
中
将監
菊
鳳翔院
松
石
風
亀
正純
金
徳翁霊神
算

泰教院（菊君）
聖光院（万君）
聖光院
聖光院
聖光院
徳性院（於塩ノ方）
聖光院
徳性院
聖光院
聖光院
聖光院
聖光院
沢井氏
栄寿院（於フキノ方）
栄寿院

寛永11．12　江戸桜田邸
寛永17．12　江戸桜田邸
寛永18．11　江戸芝邸
寛永20．５　江戸芝邸
正保２．正　江戸芝邸
正保２．７　江戸芝邸
正保３．12　江戸芝邸
慶安元．正　会津二の丸
慶安元．５　江戸芝邸
慶安２．10　江戸芝邸
慶安３．⑩　江戸芝邸
承応元．５　江戸芝邸
万治２．３　江戸芝邸
寛文９．正　会津三の丸
延宝元．正　会津三の丸

５歳で死去
幼名虎菊丸　長門守　18歳で死去
上杉綱勝室　18歳で死去
７歳で死去
１歳で死去
３歳で死去
幼名大之助　筑前守２代藩主正経
前田綱紀室　19歳で死去
稲葉正通室　20歳で死去
３歳で死去
２歳で死去
幼名新助　東市正　20歳で死去
２歳で死去
幼名十（重）四郎　３代藩主正容
１歳で死去

2 正経 諏方 恵照院（於センノ方） 延宝４．７　会津三の丸 ２歳で死去

3 正容 元
正邦
沖春之助
正甫
栄之丞
順
正房
万吉
養
政五郎
土常霊神
常
容章

栄光院（祐君）
智現院（於門ノ方）
智現院
栄光院
栄光院
栄光院
量寿院（於吉ノ方）
珊瑚院（於レツノ方）
珊瑚院
珊瑚院
本妙院（美崎ノ方）
唯心院（於イクノ方）
唯心院

元禄８．８　江戸芝邸
元禄９．４　江戸芝邸
元禄10．３　会津二之丁御賄所
元禄10．12　会津本丸
元禄12．７　江戸芝邸
元禄13．９　江戸芝邸
正徳元．12　会津本丸
正徳２．４　会津三の丸
享保元．12　会津一之丁御部屋
享保３．５　会津一之丁御部屋
享保９．８　会津三の丸
享保11．９　会津三の丸
享保13．９　会津三の丸

３歳で死去
久千代丸　13歳で死去
２歳で死去
幼名重（十）五郎　31歳で死去
２歳で死去
３歳で死去
幼名徳千代　17歳三の丸で死去
５歳三の丸で死去
松平定喬室　15歳で死去
３歳で死去
幼名菊千代、４代藩主容貞
前田宗辰室、20歳で死去
幼名隆七、59歳で死去

4 容貞 恭定霊神
貞歴
喜知
員

寿詮院（於キヤノ方）
寿詮院
於ソヨノ方
於岸ノ方

延享元．正　会津三の丸
延享３．10　会津三の丸
延享４．４　会津三の丸
延享４．10��会津三の丸

幼名亀五郎　５代藩主容頌
幼名喜十郎、10歳で死去
５歳で死去
稲葉正弘室、30歳で死去

5 容頌 容詮
当
留

長昌院
長昌院
長昌院

寛延３．４　江戸芝邸
宝暦５．12　江戸芝邸
宝暦９．12　江戸芝邸

容章の子、幼名専之助36歳で死去
容章の子、松平信明・加藤泰候室
容章の子、大村純鎮室・離縁

6 容住 大炊
容衆
容和

寿鳳院（謙君）
戒心院（於ミエノ方）
白岩氏

享和元．10　江戸芝邸
享和３．９　会津本丸
文化３．４　会津

１歳で死去　
幼名金之助、７代藩主
幼名慶三郎

表４の出典：「松平系譜」『続会津資料叢書（上）』歴史図書社　1974年
　　　　　　※「松平系譜」は文政２（1819）年に版行された刷物　初代から７代までの系譜・妻子などを記す
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表 4 　保科（松平）家の家族と三の丸

父 子 母 誕生年月・誕生地

1 正之 幸松丸
正頼
媛
中
将監
菊
鳳翔院
松
石
風
亀
正純
金
徳翁霊神
算

泰教院（菊君）
聖光院（万君）
聖光院
聖光院
聖光院
徳性院（於塩ノ方）
聖光院
徳性院
聖光院
聖光院
聖光院
聖光院
沢井氏
栄寿院（於フキノ方）
栄寿院

寛永11．12　江戸桜田邸
寛永17．12　江戸桜田邸
寛永18．11　江戸芝邸
寛永20．５　江戸芝邸
正保２．正　江戸芝邸
正保２．７　江戸芝邸
正保３．12　江戸芝邸
慶安元．正　会津二の丸
慶安元．５　江戸芝邸
慶安２．10　江戸芝邸
慶安３．⑩　江戸芝邸
承応元．５　江戸芝邸
万治２．３　江戸芝邸
寛文９．正　会津三の丸
延宝元．正　会津三の丸

５歳で死去
幼名虎菊丸　長門守　18歳で死去
上杉綱勝室　18歳で死去
７歳で死去
１歳で死去
３歳で死去
幼名大之助　筑前守２代藩主正経
前田綱紀室　19歳で死去
稲葉正通室　20歳で死去
３歳で死去
２歳で死去
幼名新助　東市正　20歳で死去
２歳で死去
幼名十（重）四郎　３代藩主正容
１歳で死去

2 正経 諏方 恵照院（於センノ方） 延宝４．７　会津三の丸 ２歳で死去

3 正容 元
正邦
沖春之助
正甫
栄之丞
順
正房
万吉
養
政五郎
土常霊神
常
容章

栄光院（祐君）
智現院（於門ノ方）
智現院
栄光院
栄光院
栄光院
量寿院（於吉ノ方）
珊瑚院（於レツノ方）
珊瑚院
珊瑚院
本妙院（美崎ノ方）
唯心院（於イクノ方）
唯心院

元禄８．８　江戸芝邸
元禄９．４　江戸芝邸
元禄10．３　会津二之丁御賄所
元禄10．12　会津本丸
元禄12．７　江戸芝邸
元禄13．９　江戸芝邸
正徳元．12　会津本丸
正徳２．４　会津三の丸
享保元．12　会津一之丁御部屋
享保３．５　会津一之丁御部屋
享保９．８　会津三の丸
享保11．９　会津三の丸
享保13．９　会津三の丸

３歳で死去
久千代丸　13歳で死去
２歳で死去
幼名重（十）五郎　31歳で死去
２歳で死去
３歳で死去
幼名徳千代　17歳三の丸で死去
５歳三の丸で死去
松平定喬室　15歳で死去
３歳で死去
幼名菊千代、４代藩主容貞
前田宗辰室、20歳で死去
幼名隆七、59歳で死去

4 容貞 恭定霊神
貞歴
喜知
員

寿詮院（於キヤノ方）
寿詮院
於ソヨノ方
於岸ノ方

延享元．正　会津三の丸
延享３．10　会津三の丸
延享４．４　会津三の丸
延享４．10��会津三の丸

幼名亀五郎　５代藩主容頌
幼名喜十郎、10歳で死去
５歳で死去
稲葉正弘室、30歳で死去

5 容頌 容詮
当
留

長昌院
長昌院
長昌院

寛延３．４　江戸芝邸
宝暦５．12　江戸芝邸
宝暦９．12　江戸芝邸

容章の子、幼名専之助36歳で死去
容章の子、松平信明・加藤泰候室
容章の子、大村純鎮室・離縁

6 容住 大炊
容衆
容和

寿鳳院（謙君）
戒心院（於ミエノ方）
白岩氏

享和元．10　江戸芝邸
享和３．９　会津本丸
文化３．４　会津

１歳で死去　
幼名金之助、７代藩主
幼名慶三郎

表４の出典：「松平系譜」『続会津資料叢書（上）』歴史図書社　1974年
　　　　　　※「松平系譜」は文政２（1819）年に版行された刷物　初代から７代までの系譜・妻子などを記す
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高橋　充

図 1 　陸奥之内会津城絵図（福島県立博物館蔵　城郭中心部分）

図 2 　加藤長四郎版「保科氏」絵図（福島県立博物館蔵　城郭中心部分）
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三の丸の変遷からみた若松城

図 3 　陸奥之内会津城絵図
（福島県立博物館蔵　三の丸部分）

図 4 　加藤長四郎版「保科氏」絵図
（福島県立博物館蔵　三の丸部分）
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高橋　充

図 5 　若松城下絵図屏風（個人蔵　三の丸部分）




